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南
朝
「
元
嘉
治
世
」
の
悌
数
興
隆
に
つ
い
て

塚

本

善

|塗

は
し
が
き

宋
の
創
業
者
劉
裕
(
武
帝
)
と
併
殺

ω
孫
恩
・
虚
循
の
天
師
道
数
徒
叛
鋭
の
卒
定
者
と
し
て

ω
桓
玄
を
討
滅
し
て
代
る
も
の
と
し
て

ω
長
安
遠
征
に
際
し
て
|
|
祭
殿
・
慈
義

川
長
安
に
入
城
し
て
|
|
t
倫
導

懇
語
調
・
訓
話
般
・
慣
導
に
よ
る
宋
併
数
興
隆

川

活

指
輪
の
紙
混
寺
建
立
と
怒
義

ω
新
停
車
木
悌
教
と
紙
混
寺
慈
義
数
回

同
崎
岡
崎
骨
を
中
心
と
し
た
長
安
悌
数
徒
の
集
園
南
渡

|
|
羅
什
系
悌
数
南
遜

川
懇
般
と
文
帝

浸
鍍
経
の
体
調
に
よ
る
波
測
|
|
道
生
の
活
動

む
す
び

も
な
く
文
帝
の
元
嘉
の
世
(
四
二
四
四
五
三
)
に
至

っ
て
極
盛
期
を

迎
え三

十
年
間
、
担
庶
蕃
息
、
奉
上
供
答
、
止
ニ
於
歳
賦
ア
:
:
凡
百
戸

之
郷
、
有
市
之
邑
、
胃
謡
舞
踏
、
鯖
レ
慮
成
レ
群
。
蓋
宋
世
之
極
盛

也

(
宋
番
良
吏
侍
)
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と
稽
讃
さ
れ
た
。
殊
に
建
業
で
は
文
帝
が
大
い
に
図
書
の
蒐
集
に
つ

と
め宋

元
嘉
八
年
、

秘
書
監
謝
盤
運
、

造
二
四
部
目
録
「
大
凡
六前向
四

千
五
百
八
十
二
容。

(
略
者
経
籍
志
)

五四

と
い
わ
れ
、

ま
た
大
い
に
聞
学
校
を
興
し
て
、
雷
次
宗
(
印
刷
聞
き
、
何
尚

之
(
玄
祭
)
、
何
承
天
(
史
事
)
、
謝
玄
(
文
事
)
の
四
撃
を
並
び
建
て
て

は

し

が

き

文
運
興
隆
に
つ
と
め
た

東
菅
末
の
武
将
劉
裕
(
武
宮
市
)
が
四
二

O
年
に
創
め
た
{
木
は

ま

元
嘉
十
五
年
、
徴
ニ
(
雷
)
衣
宗
「

至
二
口
小
師
「
開
一
一
一
館
於
鶏
龍
山
「



栗
レ
徒
数
授
。
置
ニ
生
百
徐
人
吋
曾
稽
朱
暦
之
、
頴
川
庚
蔚
之
、
並

以
エ
儒
率
一
監
ニ
線
諸
生
吋
時
園
子
園
学
未
レ
立
、
上
留
ニ
心
聾
術
「
使
下

丹
陽
者
ノ
何
尚
之
、
立
ニ
玄
事
「
太
子
率
更
令
何
承
天
、
立
-
一史由学「

司
徒
参
軍
謝
玄
、
立
中
文
事
わ
凡
四
皐
並
建
。
車
駕
数
幸
一一
次
宗
皐

館
「
資
給
甚
厚
。

(
宋
書
九
三

雷
衣
宗
停
)

か
く
、
東
晋
以
来
江
南
の
豊
か
な
地
主
と
し
て
、
経
梼
力
を
増
強

し
て
き
て
い
た
士
族
貴
顕
階
級
を
中
心
に
し
て
撃
事
興
隆
し
、
や
が

て
第
五
世
紀
末
か
ら
第
六
世
紀
に
わ
た
る
費
・
梁
に
欄
熟
す
る
南
朝

貴
族
文
化
の
基
礎
を
す
え
た
。
そ
の
元
嘉
の
文
運
興
隆
の
中
に
あ
っ

て
、
悌
教
が
先
端
に
立
つ
ほ
ど
の
重
要
な
地
位
を
し
め
、
旗
門
・
梁
の

空
前
の
俳
教
全
盛
へ
の
道
を
ふ
み
出
し
た
。
宋
の
俳
教
施
ハ
隆
は
も
ち

ろ
ん
東
晋
の
俳
教
興
隆
を
う
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。
建
業
に
は
既
に

東
耳
目
時
代
の
寺
が
多
数
に
存
績
し
て
い
た
が
、
試
み
に
宋
の
建
国
か

ら
元
嘉
時
代
に
わ
た
っ
て
建
て
ら
れ
た
寺
の
建
立
年
次
の
明
記
さ
れ

る
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

-
祇
垣
寺
四
二

O
年
(
武
帝
永
初
元
)

年
卒
)
建
、
意
義
経
営
す
。

沼
泰
(
四
二
八

元
嘉
五

(
高
信
停
七
懇
義
停
)

2
旦
ロ
山
一
珊
オ
ザ

四
二
二
年
青
州
刺
史
停
弘
仁
宅
の
東
の
地
を
割
き
て
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造
る
、
尼
慧
果
経
営
興
隆
す
。

(
比
丘
尼
停
ニ
)

3
新
津
寺

刺
志
)

四
二
三
年
建
。

(
宋
張
敦
頭
の
六
朝
事
溢
編
類
、
金
陵
党

4
卒
陸
寺
(
奉
誠
寺
)
四
一
一
一
二
年
、
卒
陸
令
許
桑
宅
を
捨
て
て
建

つ
。
元
嘉
年
問
、
借
伽
殿
摩
住
し
慧
観
と
共
に
塔
を
建
つ
。

(
高
信
仰
三
借
伽
駿
摩
侍
)

5
竹
林
寺

四
二
四
年
(
元
嘉
一
元
)
、
外
国
信
枇
合
闇
遣
。
(
建
康
貫
録
)

6
定
林
下
寺
四
二
四
年
、
文
帝
に
招
か
れ
た
慧
賀
、
鍾
山
に
建

っ
。
(
建
康
寅
録
、
高
信
侍
ニ
)

7
巌
林
寺

8
報
恩
寺

9
東
育
園
寺

四
二
五
年
、
借
招
賢
二
法
師
造
。

四
二
五
年
、
文
帝
高
租
の
震
に
建
つ
。
(
景
定
建
康
志
)

(
建
康
寅
録
)
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四
二
五
年
、
尉
馬
王
景
深
、
母
沼
氏
の
震
に
王
坦

之
の
故
調
堂
を
寺
と
す
。
尼
業
首
を
中
心
に
し
て
元
嘉
年

問
、
尼
衆
二
百
人
、
法
事
紹
え
ず
。
(
比
丘
尼
停
ニ
)

日
南
林
寺
四
二
七
年
、
司
馬
梁
王
妃
宅
を
捨
て
て
晋
陵
公
主
の

震
に
建
つ
。
法
業
住
す
。
(
高
僧
侍
七
慧
観
附
法
業
停
)

日
永
豊
寺
(
長
安
寺
)

四
二
七
年
、
謝
方
明
建
。
(
建
康
志
)

四
三

O
年
、
大
将
軍
(
彰
城
王
義
康
)
立
。
(
比

ロ
王
園
(
国
)
尼
寺

丘
尼
得
三
徳
集
停
)

日
南
澗
寺

U
H
宋
照
寺

四
三

O
年
、
司
空
何
尚
之
立
。

(
法
苑
珠
林
一
七
)

四
三
三
年
、
天
竺
借
伽
羅
多
拶
立
。

(
高
僧
得
三
董
良
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耶
合
体
附
)

日
竹
園
寺
四
三
四
年
、
臨
川
公
主
造
。
(
建
康
質
鍬
)

目
上
定
林
寺
四
三
五
年
、
曇
摩
蜜
多
造
。
(
一
説
一
元
嘉
十
六
年
)

(
両
信
侍
三
問
答
摩
蜜
多
侍
)

四
四
五
年
、
義
陽
王
剰
の
母
謝
大
妃
造
。
(
建
康
貫
録
)

四
五
三
年
立
む
(
出
世
康
貫
録
)

ロ
延
議
土
寸

日
商
一
耐
寺

」
の
他
に
も
、
元
嘉
年
間
建
立
と
推
定
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
宋

建
園
の
後
コ
一
十
年
間
に
建
業
の
仰
寺
が
績
々
と
亙
日
以
来
の
僻
寺
に
加

わ
り
増
し
た
こ
と
が
十
分
に
推
定
せ
ら
れ
る
。
造
土
守
に
伴
う
悌
像
そ

の
他
の
併
教
義
術
の
量
逮
ぶ
り
は
梁
の
貫
唱
の
比
丘
尼
停
か
ら
道
理

尼
の
一
例
を
あ
げ
て
推
察
し
て
も
ら
お
う
。

以
一
一
元
嘉
八
年
一
大
造
二
形
像
「
庭
々
安
置
。
彰
城
寺
金
像
二
躯
、

帳
座
完
具
。
瓦
官
寺
輔
勤
行
像
一
躯
、
賢
蓋
現
瑠
-
南
建
興
寺
金

像
二
躯
、
雑
事
幡
蓋

n

於
-
一
建
幅
寺
一
造
一
一
臥
像
井
堂
召
入
製
一
一
普
賢

行
像
「
供
養
之
具
、
腕
レ
不
一
一
精
一
胞
吋
又
以
ニ
元
嘉
十
五
年
一
造
一
一
金

無
量
寄
像
ア

元
嘉
十
二
年
(
四
三
五
)
に
丹
陽
罪
で
あ
っ
た
新
華
之
が
上
表
し

て

「
俳
数
が
中
園
に
侍
わ
っ
て
か
ら
四
代
を
へ
て
既
に
俳
寺
の
数

近
来
は
豪
者
を
競
い
奮
寺
の

修
復
を
す
て
て
新
造
に
つ
き
、
甲
地
瀬
一
宅
が
相
次
で
俳
寺
と
な
り
、

は
千
を
も
っ
て
数
え
る
に
至
っ
た
が
、

そ
の
消
費
は
莫
大
で
あ
る
。
爾
後
は
銅
を
錆
し
て
俳
像
を
遺
る
も
の

は
中
央
の
許
可
を
要
し
、
寺
を
造
る
も
の
は
照
令
に
具
申
し
郡
・
州

の
長
官
の
許
可
の
報
を
得
な
け
れ
ば
着
工
で
き
な
い
こ
と
に
し

V 

」

の
許
可
を
経
ざ
る
も
の
は
「
不
承
用
詔
書
律
」
に
依
っ
て
銅
宅
林
苑

す
べ
て
官
へ
浪
牧
す
る
こ
と
に
し
た
い
」
、

と
俳
数
々
園
抑
制
策
を

の
べ
た
の
も
、
政
治
家
と
し
て
首
然
の
事
態
に
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
も
か
く
宋
初
か
ら
元
嘉
治
世
に
至
る
文
運
興
隆
の
中
に
あ
っ

て
俳
教
が
先
頭
を
切
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
か
つ
此
頃
か
ら
、
必
ず
し
も
奉
併
皇
帝
で
な
か
っ
た
文
帝
も
信

悌
者
の
顔
延
之
、
宗
明
ら
に
導
か
れ
て
奉
併
に
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
元
嘉
の
建
業
悌
教
が
如
何
に
し
て
興
隆
し
た

一 38ー

か
。
そ
の
性
格
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
見
ょ
う
と
す
る
も

の
で
あ
一
る

c

宋
の
創
業
者
劉
裕
(
武
帝
)
と
併
殺

宋
初
元
嘉
の
僻
教
興
隆
は
、

ま
ず
宋
を
建
て
た
劉
裕
(
武
帝
)
が
、

道
・
併
の
二
宗
教
の
勢
力
の
極
め
て
強
い
時
世
に
廃
し
て
特
に
悌
教

へ
好
意
を
よ
せ
、
俳
数
徒
の
協
力
を
求
め
、
悌
教
界
の
有
力
者
を
優

遇
し
た
こ
と
に
源
流
す
る
。
そ
の
由
来
と
し
て
左
の
如
き
こ
と
を
翠



げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

)
 

1
 

(
 

孫
恩
・
虚
循
の
天
師
道
教
徒
叛
凱
の
卒
定
者
と
し
て

東
菅
以
来
の
江
南
の
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
比
重
は
極
め
て
大
き

く
、
殊
に
建
康
を
中
心
と
し
て
揚
州
の
地
方
一
帯
は
情
書
地
理
志
に

「
揚
州
は
其
の
俗
鬼
神
を
信
じ
、

在
記
を
好
む
」
と
い
う
よ
う
に、

様
々
の
民
間
一
珊
嗣
が
新
願
の
場
と
な

鬼
神
の
信
仰
が
根
を
は
り
、

り
、
随

っ
て
捜
災
招
一
繭
の
盤
能
を
も
っ
と
い
う
新
鵡
師
や
兇
術
師
が

枇
曾
に
活
動
し
て
容
易
に
人
心
を
つ
か
む
所
で
あ
り

こ
の
よ
う
な

民
間
信
仰
を
基
盤
と
し
て
後
漢
以
来
震
達
し
て
き
た
民
族
宗
教
1

1

道
教
の
盛
行
し
易
い
地
方
で
あ
っ
た

c

こ
の
よ
う
な
宗
教
的
批
曾
を

基
盤
と
し
て
信
者
を
集
め
固
く
園
結
せ
し
め
て
反
政
府
戟
宇
に
か
り

立
て
た
も
の
が
東
菅
後
牢
の
天
師
道
教
を
奉
ず
る
孫
泰
・
孫
恩
・
直

循
の
叛
観
で
あ
り
、
劉
裕
は
菅
の
一
部
将
と
し
て
こ
の
叛
凱
卒
定
の

潟
に
し
ば
し
ば
死
地
に
出
入
し
て
勇
戟
し
、
軍
功
を
か
さ
ね
て
自
ら

の
勢
力
を
大
き
く
し
菅
が
信
頼
し
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
有

力
武
将
た
る
地
位
を
き
ず
き
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

孫
思
の
家
は
世
々
天
師
道
教
を
奉
じ
て
い
た

c

そ
の
叔
父
孫
泰
は

銭
唐
の
術
土
杜
子
恭
に
師
事
し
子
恭
の
死
後
は
そ
の
術
の
停
播
に
つ
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と
め
て
多
く
の
信
者
を
集
め
紳
の
如
く
に
等
信
せ
ら
れ
た
が
、
曾
稽

王
道
子
や
そ
の
同
志
で
あ
っ
た
王
殉
ら

っ
た
)
に
よ

っ
て
贋
州
に
流
さ
れ
た
。

(
道
子
も
王
殉
も
奉
併
者
で
あ

け
れ
ど
も
慶
州
地
方
で
も
孫

泰
の
信
者
は
増
加
し
た
。
菅
の
孝
武
帝
が
孫
泰
か
ら
養
性
の
術
を
習

い
た
い
と
召
還
す
る
に
及
ん
で

孫
泰
の
信
者
は
民
間
の
み
な
ら

ず
、
貴
族
佐
倉
に
も
増
加
し
曾
稽
王
の
世
子
元
顧
も
そ
の
信
者
に
な

る
有
様
で
あ
っ
た
。
孫
泰
は
「
菅
室
衰
観
の
時
到
る
」
と
察
し
呉
の

地
方
を
中
心
に
信
者
を
集
め
て
叛
凱
を
起
し
た
。
曾
稽
王
道
子
が
之

を
卦
諒
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
(
三
九
八
)
、
信
者
は
「
泰
は
登
仙
せ

ら
れ
た
」
と
信
じ
て
そ
の
等
信
を
す
て
ず
、
孫
恩
は
一
度
は
海
上
に
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逃
げ
た
が
、
叔
父
の
蔑
黛
を
率
い
て
冠
し
、
絡
に
曾
稽
を
陥
れ
る
に

及
ん
で
そ
の
勢
頓
に
強
く
な
り
そ
の
衆
数
十
高
に
達
し
、
漸
江
省
東

部
の
諸
地
を
攻
略
し
、
残
忍
な
殺
害
掠
奪
で
官
民
を
苦
し
め
た
。
劉

裕
は
こ
の
孫
恩
の
討
伐
に
勇
戟
し
、

四

O
二
年
に
は
孫
恩
を
し
て
海

上
に
逃
れ
て
自
殺
せ
し
む
る
に
至

っ
た
。
.そ
の
徒
は
之
を
「
水
仙
」

と
稽
し
、
従
っ
て
死
す
る
者
百
を
も
っ
て
数
え
た
と
い
い
、
そ
の
残

黛
は
孫
恩
の
妹
婿
の
直
循
を
首
領
に
戴
い
て
な
お
も
漸
江
地
方
を
荒

し
ま
わ
っ
た
。
劉
裕
は
ま
た
し
ば
し
ば
直
循
を
破
り
絡
に
之
を
海
上

か
ら
遠
く
南
に
奔
ら
せ
(
四
O
三
)
、
勇
将
劉
絡
の
繋
望
は
盆
々
高
く

工
っ
こ
。

ナ
J

J

J

と
こ
ろ
で
こ
の
時
代
は
俳
教
が
急
速
に
知
識
人
社
曾
に
盛
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ん
と
な
っ
て
い
た
時
で
あ
る
。
知
識
人
吐
曾
の
帥
教
は
主
と
し
て
老

荘
哲
撃
と
相
似
た
も
の
と
し
て
受
容
せ
ら
れ
た
般
若
経
や
維
摩
経
の

「
空
翻
」
を
中
心
と
し
た
哲
率
的
な
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
玄
撃
清
談

の
中
に
盛
ん
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
他
面
で
は
鬼
神
田
ん
術
一
珊

仙
の
信
仰
の
盛
ん
な
吐
曾
に
流
布
す
る
悌
教
は
、
援
災
招
一
回
を
榊
々

に
祈
願
す
る
士
庶
の
道
教
類
似
の
宗
教
と
し
て
人
心
を
と
ら
え
て
行

っ
た

Q

観
世
音
祈
願
の
信
仰
が
東
五
日
・
宋
・
酉
に
急
速
に
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
天
師
道
教
が
た
だ
に
庶

民
の
宗
教
で
あ
る
に
止
ら
ず
、
名
門
知
識
人
の
家
庭
の
宗
教
と
も
な

っ
て
い
た
よ
う
に
、
俳
教
も
亦
士
と
庶
を
通
じ
て
麿
く
信
者
を
得
て

い
た
。
こ
の
二
宗
教
信
者
の
聞
に
白
か
ら
封
立
感
情
が
流
れ
て
く
る

の
は
必
然
で
あ
る
。
天
師
道
教
徒
に
よ

っ
て
は
げ
し
い
反
政
府
戟
害

が
至
る
所
に
残
忍
な
破
壊
と
殺
教
を
つ
づ
け
た
の
に
封
し
て
、
帥
抑
教

徒
に
よ
る
叛
観
が
あ
ま
り
起
ら
な
い
。
そ
の
道
教
徒
の
叛
凱
卒
定
の

矯
に
命
を
か
け
て
戟
っ
て
き
た
の
が
劉
裕
で
あ
る
。
吐
禽
に
お
け
る

宗
教
の
勢
力
が
極
め
て
大
き
い
時
代
に
、
彼
が
治
者
の
地
位
を
強
化

し
て
行
こ
う
と
努
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
封
立
す
る
俳
道
二
数
の
中

の
前
者
に
傾
斜
し
好
意
を
よ
せ
て
行
く
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の

上
に
嘗
時
菅
室
も
奉
併
者
と
な
り
多
く
の
有
力
者
が
奉
併
し
或
は
借

と
遊
交
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
位
を
得
る
よ
う
な
時
勢
で
あ
り

ま

た
僧
に
も
す
ぐ
れ
た
指
導
的
人
物
が
輩
出
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

(2) 

桓
玄
を
討
滅
し
て
代
る
も
の
と
し
て

音
末
の
軍
閥
勢
力
と
し
て
桓
玄
は
、
先
代
桓
温
が
き
ず
い
て
お
い

た
彊
大
な
地
盤
を
繕
承
し
、
長
江
中
上
流
に
勢
を
張

っ
て
下
流
の
建

業
を
威
盤
し
、
彰
域
の
貧
家
出
身
の
劉
裕
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
勢
力

で
あ
っ
た
が
、
劉
裕
が
天
師
道
数
徒
の
叛
凱
の
撃
破
に
輔
載
し
て
い

る
聞
に
、
榎
玄
は
著
々
と
中
央
に
勢
力
を
の
ば
し
、

四
O
三
年
に
は

菅
の
{
女
帝
に
譲
位
せ
し
め
て
自
ら
帝
位
に
つ
い
た
。
劉
裕
は
之
に
封
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し
て
義
軍
を
あ
げ
て
桓
玄
を
破
り
、
沼
田
朝
を
復
活
し
、

い
よ
い
よ
園

家
最
大
の
功
努
者
と
し
て
買
力
を
握
る
機
を
迎
え
た
。
こ
の
間
俳
数

と
の
閥
係
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
帥
教
の
信
者
で
な
か

っ
た
桓

玄
も
亦
、
盛
山
慧
遠
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
で

あ
る

そ
れ
ほ
ど
悌
教
の
一
世
曾
的
地
位
は
高
く
な
っ
て
い
た

そ

の
桓
玄
が
俳
数
界
へ
厭
一
カ
を
加
え
、
借
界
の
淘
汰
を
計
査
し
謹
令
し

て
、
上
昇
盛
大
を
つ
づ
け
て
き
て
い
る
僻
教
界
か
ら
強
い
抗
議
を
う

け
反
感
を
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

桓
玄
が
四

O
二
年
に
入
京
す
る
に
先
立

っ
て
、
都
の
伸
教
界
で

は
、
州
か
ら
の
僧
尼
の
名
籍
を
至
急
に
提
出
せ
よ
と
の
巌
命
を
う
け



て
、
何
の
篤
か
と
不
安
に
か
ら
れ
て
動
揺
し
て
い
た
(
三
九
九
%
桓

玄
は
四

O
二
年
に
都
に
入
る
と
こ
ん
な
に
動
揺
し
て
不
安
に
か
ら
れ

て
い
る
傍
教
界
に
「
衆
借
沙
汰
」
の
教
書
を
聾
し
た
。
「
今
の
信
徒
は

'無
矯
を
貴
び
欲
を
す
て
る
併
の
数
旨
に
そ
む
き
、
寺
院
は
豪
者
華
麗

を
き
わ
め
、
特
に
都
に
於
い
て
甚
し
い
。
の
み
な
ら
ず
豪
審
な
寺
院

に
は
税
役
を
避
け
る
も
の
や
犯
罪
者
ま
で
が
多
数
僧
形
を
か
り
て
身

を
か
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は
外
は
政
治
を
害
い
内
は
僻
教
を
け
が
す

も
の
で
あ
る
。
僧
侶
で
付
併
数
々
義
に
通
じ
て
経
典
を
講
述
し
得
る

も
の
、
同
悌
教
の
戒
律
を
守

っ
て
修
行
に
つ
と
め
る
も
の
、
日
開
山
林

に
隠
棲
し
世
間
の
築
審
に
ま
ど
わ
、
ざ
る
も
の
、
の
三
類
に
該
嘗
し
な

い
も
の
は
還
俗
せ
し
め
よ
。
但
し
慧
遠
を
師
主
と
し
て
修
撃
に
っ
と

め
て
い
る
旗
山
の
傍
数
々
圏
の
み
は
淘
汰
の
除
外
例
と
せ
よ
」
。

い
う
も
の
で
あ
る
(
桓
玄
輔
政
、
欲
沙
汰
衆
信
、
奥
僚
厩
数
)

桓
玄
か

ら
除
外
例
と
し
て
敬
意
を
は
ら
わ
れ
た
盛
山
の
慧
還
は
‘
こ
の
教
室
田

に
劃
し
て
、
今
日
の
併
数
々
園
に
粛
整
淘
汰
の
必
要
あ
る
面
を
認
め

つ
つ
も
、
淘
汰
の
傑
件
を
ゆ
る
く
し
、
特
に
末
端
官
僚
に
行
き
す
、
ぎ

た
淘
汰
を
行
わ
し
め
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る

455 

桓
玄
は
こ
の
衆
借
淘
汰
の
数
書
に
衣
で
、
信
も
王
者
に
謹
を
致
す

べ
し
と
の
見
解
を
述
べ
て
可
否
を
入
座
に
問
う
た
。
中
書
令
王
説
等

は
一
脹
反
封
論
を
出
し
て
撤
回
の
論
争
を
つ
づ
け
た
が
、
桓
玄
は
こ

れ
が
貫
施
に
ふ
み
き
っ
た
。
結
局
「
震
主
の
威
」
を
も
っ
て
す
る
桓

玄
の
諮
問
旨
に
は
、

王
説
も
屈
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
る
に
桓
玄
は
帝
位
に
つ
く
と
(
四
O
三
)
直
ぐ
に
僧
徒
の
王
者
へ

の
敬
種
施
行
の
件
を
撤
回
す
る
詔
を
出
し
て
い
る
。
帝
位
に
つ
い
た

桓
玄
は
悌
教
徒
の
祉
舎
に
占
め
る
勢
力
を
敵
に
ま
わ
す
不
利
に
気
付

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
翌
年
に
は
桓
玄
は
浪
落
し
て
、

よ
劉
裕
の
主
権
が
近
づ
い
て
き
た
。
不
徹
底
な
俳
教
界
粛
正
の
政
策

で
は
あ

っ
た
が
、
桓
玄
の
併
数
政
策
は
明
ら
か
に
僧
徒
を
は
じ
め
多

し
よ
い

-41ー

く
の
貴
族
官
僚
の
傍
教
信
者
か
ら
も
反
封
を
う
け
俳
教
界
に
動
揺
を

輿
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
桓
玄
の
直
後
に
政
界
を
握
り
、
更
に

と

天
子
へ
の
野
望
を
も
っ
て
民
心
を
牧
め
よ
う
と
す
る
段
階
に
至

っ
て

い
る
劉
裕
が
、
悌
敬
徒
に
親
近
し
提
携
し
よ
う
と
す
る
方
向
へ
進
む

の
も
首
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

」
ん
な
時
、

四一

O
年
に
は
南
方
に
逃
れ
て
い
た
虚
循
ら
は
再
び

道
教
信
仰
で
結
ん
だ
命
知
ら
ず
の
民
衆
軍
を
率
い
て
北
上
し
て
都
の

建
業
に
迫
り
、
官
民
を
ふ
る
い
上
ら
せ
た
。
劉
裕
は
大
い
に
之
を
破

っ
て
遠
く
南
に
走
ら
せ
慮
循
も
終
に
翌
年
交
州
で
敗
死
し
、
道
教
信

仰
を
紐
帯
と
し
た
反
政
府
軍
の
首
領
は
す
べ
て
卒
い
だ
。
そ
の
第
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功
労
者
は
将
軍
劉
裕
で
あ
る
。
こ
の
叛
凱
で
家
族
を
失
い
、
財
産
を

失
い
な
が
ら
も
死
を
見
れ
得
た
官
民
の
叛
凱
軍
へ
の
に
く
し
み
は
、

同
時
に
劉
給
へ
の
信
頼
の
深
ま
り
に
な
る

ω

悌
道
二
教
の
宗
教
を
除

外
し
た
生
活
の
あ
り
得
ぬ
よ
う
な
時
代
の
江
南
に
主
楼
者
た
ら
ん
と

志
す
劉
裕
も
、
長
ら
く
死
地
に
陥
ら
れ
る
よ
う
な
苦
を
興
え
ら
れ
た

遁
数
へ
の
信
頼
は
も
ち
得
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し

て
俳
教
|
|
首
時
多
く
の
す
ぐ
れ
た
亭
者
徳
信
を
も
ち
、

ま
た
有
力

貴
族
官
僚
知
識
人
が
信
奉
も
し
く
は
接
近
す
る
に
至
っ
て
い
た
帥
教

へ
は
、
接
近
を
士
山
す
の
が
、
寧
ろ
自
然
の
情
勢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
四
一
一
一
年
刑
州
の
劉
毅
を
討
伐
し
た
時
に
は
、
長
安
か
ら
来
た

慧
槻
や
俳
陀
政
陀
羅
に
あ
い
之
を
優
遇
し
建
業
に
迎
え
た
。
南
者
共

に
宋
初
俳
教
界
の
最
も
有
力
な
指
導
者
と
な

っ
て
活
躍
す
る
人
で
あ

る
、
決
で
四
一
六
年
長
安
遠
征
に
ふ
み
切
る
に
際
し
て
は
、
夢
み
る

革
命
へ
の
道
を
具
織
的
に
俳
数
徒
と
合
作
し
て
進
め
た
し
、
俳
教
徒

に
深
い
信
頼
も
よ
せ
、
元
嘉
例
数
の
有
力
な
流
れ
を
北
か
ら
江
南
へ

導
入
す
る
ご
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(3) 

長
安
遠
征
に
際
し
て
1

1
慧
膿
・
慧
義

長
安
の
挑
興
卒
し
て
後
秦
内
飢
の
兆

あ
り
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
劉
硲
は
長
安
征
討
の
軍
を
起
し
た
。劉
裕
は

四
一
六
年
(
義
照
十
二
年
)

義
照
十
三
年
正
月
に
彰
城
を
聾
し
て
水
路
四
月
洛
陽
に
進
み
、
黄
河

と
洛
水
の
合
流
貼
か
ら
洛
水
を
遡
っ
て
百
(
栢
)
谷
鳴
に
停
泊
し
た

名
山
中
岳
嵩
高
山
は
そ
の
東
南
に
そ
び
え
る
。
こ
の
時
劉
裕
は
倍
慧

法
・
替
は
俗
名

義
(
宋
書
符
瑞
士
山
に
は
法
義
に
作
る
。
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

げ
い
於
い
て
は
し
ば
し
ば
混
用
さ
れ
て
い
る
。
)

を
嵩
山
に
遣
わ
し
て
、

漢

高
租
の
子
孫
で
あ
る
劉
裕
こ
そ
は
天
命
を
う
け
て
天
子
た
る
人
で
あ

る
こ
と
を
謹
明
す
る
紳
授
の
金
壁
を
求
め
し
め
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ

る
訓
岬
議
革
命
を
進
め
る
震
の
一
芝
居
を
う
4

た
の
で
あ
っ
た
。
時
に

慧
義
は
三
十
五
歳
の
は
た
ら
き
盛
り
、
太
卒
御
覧
八

O
六
に
引
く
戴

延
之
の
西
征
記
に
、
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宋
公
(
劉
裕
)
諮
議
王
智
、
先
停
-
一
相
谷
可
遺
レ
騎
迭
ニ
道
人
悪
義
一
疏

目
、
有
ニ
金
壁
之
瑞
「
公
遺
迎
取
。
軍
女
一一
幡
東
吋
金
壁
至
。
修
レ

壊
奔
ニ受
之
吋

と
あ
る
。

」
の
こ
と
の
由
来
は

西
征
記
(
太
卒
御
覧
八
O
六
)

宋
書
符
瑞

志
、
孫
躍
の
宋
書
(
初
皐
記
五
所
引
)
、
高
借
侍
祇
湿
寺
慧
義
一
体
、
建

康
貫
録
な
ど
に
見
え
る
。
最
も
古
い
西
征
記
と
や
や
詳
し
い
撃
義
侍

を
封
比
し
て
示
し
て
お
く
。



(
西
征
記
〉

翼
州
博
陵
郡
王
衣
寺
道
人
法

帯
、
告
弟
子
普
巌
日
、
嵩
高
皇

帝
語
吾
言
、
江
東
有
劉
将
軍
、

是
漢
家
苗
省
、
首
受
天
命
、
吾

以
四
十
二
壁
金
一
餅
輿
之
。
数

是
劉
氏
卜
世
之
教
也
。
恵
義
以

義
照
十
三
年
、
入
嵩
高
山
、
印

得
壁
金
献
鷲

Q
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(
高
僧
停
〉

樺
慧
義
、
姓
梁
、
北
地
人
、
少

出
家
、
風
格
秀
翠
、
志
業
彊
正
、

初
遊
撃
於
彰
宋
之
問
、
備
通
経

義
、
後
出
京
師
、
週
説
云
、
翼
州

有
法
稽
道
人
、
臨
終
語
弟
子
普

巌
云
、
嵩
高
霊
神
云
、
江
東
有
劉

将
軍
、
陸
受
天
命
、
吾
以
三
十
二

壁
鎮
金
一
併
箆
信
。
途
徹
宋
王
、

宋
王
謂
義
日
、
非
常
之
瑞
亦
須

非
常
之
人
、
然
後
致
之
、
若
非

法
師
自
行
、
恐
無
以
獲
也
。
義

遂
行
、
以
菅
義
照
十
三
年
七
月

往
嵩
高
山
、
尋
覚
未
得
、
便
至

心
焼
香
行
道
、
至
七
日
夜
、
夢
一

長
費
老
公
、
控
杖
牌
義
、
往
壁

慮
指
示
云
、
是
此
石
下
、
義
明

便
周
行
山
中
、
見
一
庭
用
然
如

夢
所
見
、
町
於
廟
所
石
壇
下
、

果
得
壁
大
小
三
十
二
枚
黄
金
一

併
、
此
瑞
詳
之
宋
史
。

翼
州
の
借
法
稽
か
ら
弟
子
普
巌
に
停
え
ら
れ
た
と
い
う
嵩
山
神
の

霊
告
を
慧
義
が
停
え
、
建
業
に
出
て
慧
巌
と
共
に
道
俗
か
ら
推
稽
せ

ら
れ
る
名
僧
と
な
っ
て
い
た
(
宋
書
九
七
天
竺
伸
、
高
信
侍
懇
殿
停
等
)
。

劉
裕
も
こ
の
二
人
に
接
近
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

王
智
は
宋
書
八

五
王
景
文
停
に
見
え
る
景
文
の
伯
父
で
、
劉
裕
が
重
任
し
て
劉
穆
之

と
共
に
革
命
途
行
時
の
参
謀
に
し
た
人
で
、
長
安
征
討
に
は
杏
議
参

軍
と
し
て
従
軍
し
て
い
る
。
嵩
山
一
珊
か
ら
天
命
を
う
く
べ
き
人
と
し

て
の
信
謹
の
壁
金
を
授
け
ら
れ
る
と
い
う
芝
居
が
か
り
の
こ
と
は
、

そ
の
も
と
は
翼
州
の
借
か
ら
流
れ
出
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
恐
ら
く
は

京
師
に
入
っ
て
い
た
倦
慧
・
轟
と
劉
裕
、
・
王
智
と
の
合
作
に
な
る
も
の
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で
あ
ろ
う
。
次
に
の
ベ
る
慧
義
と
同
じ
寺
に
住
み
劉
裕
の
長
安
征
討

に
従
軍
借
と
な
っ
て
い
る
慧
巌
も
こ
の
こ
と
に
一
枚
加
っ
て
い
た
か

も
知
れ
ぬ
。
更
に
孫
巌
の
宋
書
に
よ
れ
ば
、
河
南
太
守
毛
修
之
も
参

奥
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
劉
裕
か
ら
非
常
の
瑞
は
非
常
の
人
を
ま
っ
て
こ
そ
致
す
こ
と

が
で
き
る
。
法
師
で
な
け
れ
ば
之
を
得
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
い
わ
れ

て
栢
谷
鳴
か
ら
嵩
山
に
入
っ
た
慧
義
は
、
念
入
り
な
捜
求
を
し
た
後

に
壁
金
を
得
て
劉
裕
の
も
と
に
と
ど
け
た
の
は
劉
裕
の
軍
が
更
に
西

進
し
、
い
わ
ゆ
る
「
暗
画
の
固
」
の
要
害
に
近
づ
い
た
帽
東
に
於
て
で

あ
っ
た
。
劉
裕
は
「
壇
を
修
め
て
拝
受
す
」
と
い
う
天
命
拝
受
の
儀
檀
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を
行
な
っ
た
。
漢
の
高
租
の
苗
沓
で
あ
る
劉
裕
が
や
が
て
天
命
を
う

け
て
菅
に
代
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
建
業
を
遠
く
離
れ
た
安
全
地
で

公
然
と
宣
侍
し
た
わ
け
で
あ
る
。
崎
画
の
固
を
越
え
れ
ば
一
路
長
安

に
進
む

ω

そ
こ
は
漢
の
高
租
が
都
し
た
所
で
あ
る

ν

長
安
占
領
、
後

秦
征
服
は
成
功
し
た
。
劉
裕
は
漢
の
高
祖
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
の
宣

俸
を
忘
れ
か
弛
か

っ
た
。
彼
は
漢
の
高
祖
の
陵
に
拝
謁
す
る
こ
と
も
忘

れ
な
か

っ
た
。

闘
中
の
漢
人
は
、
長
い
間
の
胡
族
の
支
配
下
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
今
や
古
の
漢
の
高
一
組
の
子
孫
の
統
治
下
に
入
る
こ
と
を

喜
び
、
劉
裕
に
長
安
滞
在
を
求
め
る
有
様
で
あ
っ
た
。
然
る
に
建
業

に
お
け
る
後
事
を
ゆ
だ
ね
て
き
た
劉
穆
之
の
死
が
報
、
せ
ら
れ
て
き
た

の
で
、
急
ぎ
踊
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
長
安
遠
征
に

は
、
後
秦
の
鳩
摩
羅
什
門
に
撃
ん
で
い
て
長
安
の
事
情
に
明
る
い
借

慈
般
が
劉
裕
に
懇
請
せ
ら
れ
て
従
軍
し
て
き
て
お
り
、
彼
が
同
じ
羅

や
が
て
倍
導
に

什
門
下
の
有
力
指
導
者
で
あ
っ
た
慣
導
を
紹
介
し
、

よ
っ
て
長
安
の
俳
教
事
、
特
に
羅
什
系
の
大
乗
数
撃
の
大
量
南
進
を

導
き
‘
南
朝
俳
教
の
敬
撃
の
重
要
な
流
れ
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る慧

巌
(
三
六
三
|
四
四
三
)
の
停
は
高
僧
侍
七
に
枚
め
る
。
議
州
の

活
氏
の
出
、
す
な
わ
ち
劉
裕
.
が
此
頃
つ
ま
り
革
命
前
に
線
嬢
地
と
し

て
い
た
南
北
交
通
の
要
衝
で
あ
る
祖
水
流
域
の
寄
春
地
方
の
人
で
あ

る
。
十
二
才
(
三
七
三
)
で
諸
生
と
な

っ
て
詩
書
な
ど
の
儒
教
古
典

を
事
び
、
十
六
才
(
三
七
七
)

で
出
家
し
て
俳
教
教
理
を
皐
び
、
三

十
才
(
三
九
二
)

頃
に
は
、
撃
識
が
遠
く
ま
で
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

盛
ん
な
課
経
活
動
が
行

鳩
摩
羅
什
が
長
安
に
迎
え
ら
れ
(
四
O
一

)

わ
れ
る
と
き
そ
の
門
に
撃
ん
だ
。
そ
の
後
建
業
に
か
え
り
東
安
寺
に

住
し
、
劉
裕
の
知
遇
を
う
け
て
い
た

東
安
寺
は
支
遁
が
耳
目
の
京
帝
(
在
位
三
六
二
|
一
二
六
五
)
の
懇
請
を

う
け
て
、
舎
稽
か
ら
出
で
て
此
寺
に
止
っ
て
道
行
般
若
経
を
講
じ
た

朝
廷
や
貴
族
と
閥
係
深
い
名
倍
率
借
が
集
っ
て
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所
で
(
高
帰
国
侍
四
)
、

五
百
・
宋
の
建
業
悌
数
数
民
干
の
有
力
な
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、

「
闘
場

(
道
場
寺
)
調
師
窟
、

書
九
七
天
竺
俸
に
、

東
安
談
義
林
」

の
稽
を
得
た
寺
で
あ
る
。
{
木

有
慧
巌
・
慧
議
(
義
)
道
人
、
並
住
一
一
東
安
寺
吋
事
行
精
整
、
億
一
通

俗
所
L
位
、
時
間
場
寺
多
一
一
輝
信
「
京
師
矯
レ
之
語
日
、
「
闘
場
調
師

窟
、
東
安
談
義
林
。
」

と
あ
る
が
、
都
下
の
道
俗
か
ら
推
稽
せ
ら
れ
て
い
る
東
安
寺
の
慧
巌

・
慧
義
は
、
劉
裕
も
そ
の
西
征
以
前
か
ら
接
近
し
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
先
輩
で
あ
る
慧
厳
も
革
命
へ
の
膳
立
の
は
こ
び
に
一
枚
加

つ



て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
@

と
こ
ろ
で
劉
裕
は
長
安
遠
征
に
際
し
て
慧
巌
に
同
行
を
も
と
め
、

あ
な
た

慧
巌
が
「
檀
越
の
此
度
の
征
討
は
正
義
の
需
の
戟
で
は
あ
り
ま
し
ょ

わ
た
し

う
が
、
貧
遣
は
『
事
外
の
人
』
で
す
か
・
ら
御
命
に
従
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
断
っ
て
も
、
劉
裕
は
長
安
の
全
盛
悌
教
界
に
多
く
の
知

友
を
も
っ
懇
巌
を
紹
封
に
必
要
な
人
と
考
え
た
ら
し
く
、
ね
ん
ご
ろ

に
之
を
も
と
め
て
同
伴
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
高
僧
俸
に
は
長
安
の

羅
什
受
撃
か
ら
踊
っ
て
か
ら
の
慧
巌
と
劉
裕
と
の
閥
係
を

後
遺
-
-
京
師
「
止
=
東
安
寺
「
宋
高
租
(
劉
裕
)
素
所
ニ
知
重
「
高
租

後
伐
ニ
長
安
「
要
ニ
興
同
行
「
巌
目
、
檀
越
此
行
、
難
ニ
伐
レ
罪
弔
官

民
、
貧
道
事
外
之
人
、
不
ニ
敢
間
三
m、
帝
苦
要
レ
之
、
途
行
。

と
記
し
て
い
る
。

、.，，au曹(
 

459 

長
安
に
入
城
し
て
|
|
借
導

四
一
七
年
長
安
の
胡
族
王
朝
後
秦
は
卒
定
せ
ら
れ
て
、
漢
皇
帝
の

子
孫
と
い
う
劉
裕
が
長
安
に
入
城
し
た
。
長
安
入
城
後
の
人
心
卒
定

政
策
に
も
慧
巌
は
参
興
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
登
場
す
る
の

が
鳩
摩
羅
什
門
下
の
遁
才
借
導
で
あ
る
。
恐
ら
く
慧
巌
は
同
じ
く
羅

什
門
で
事
ん
で
い
た
奮
知
の
借
導
が
畢
徳
を
も
っ
て
盛
ん
な
長
安
悌

教
界
の
指
導
者
に
な
っ
て
い
る
の
を
喜
び
、
こ
れ
を
劉
裕
に
紹
介
し

推
薦
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
抽
抑
数
が
後
秦
朝
廷
と
結
び
つ
い
て
盛
大

を
極
め
て
い
た
時
、
後
秦
滅
亡
直
後
の
長
安
人
心
牧
揖
に
そ
の
地
の

悌
教
界
の
有
力
者
の
協
力
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
劉
裕
は
借
導
を

還
俗
さ
せ
て
側
近
に
事
え
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
は
「
あ
な
た
が

天
下
を
統
一
さ
れ
て
河
洛
を
都
と
し
て
、
即
位
さ
れ
た
時
に
御
目
に

か
か
る
の
が
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
。
蓋
し
長
安
地
方
の
漢

人
等
は
劉
裕
の
入
城
を
迎
え
て
、
今
や
南
北
シ
ナ
の
統
一
の
時
至
る

と
思
い
、
古
の
漢
時
の
よ
う
な
統
一
園
家
の
再
現
を
強
く
要
望
し
て

、--
l
v
争
h

(
宋
書
六
て
底
陵
王
義
田
県
傍
参
照
)
。
そ
の
開
中
漢
人
の
要
望
を
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代
表
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
得
停
七
借
導
俸
に
、

宋
高
租
西
伐
ニ
長
安
「
檎
-
一
獲
僑
主
「
蕩
-
一
清
閥
内
吋
既
素
籍
-
尋
名
吋

週
要
ニ
輿
相
見
「
調
レ
導
目
、
相
望
久
長
。
何
其
流
ニ
滞
殊
俗
吋
答

日
、
明
公
盟
二
九
有
「
鳴
ニ
驚
河
洛
可
此
時
相
見
、
不
ニ
亦
善
-
乎
。

た
ま
た
ま
遠
征
中
の
後
事
を
託
し
て
お
い
た
腹
心
の
劉
穆

と
あ
る
。

之
の
死
に
あ
っ
て
、
急
逮
建
業
に
踊
ら
ね
ば
な
ら
な
か
司
た
劉
裕
は
、

長
安
の
漢
人
達
の
心
を
安
ん
ず
る
震
に
十
二
才
の
少
年
で
従
軍
し
て

い
た
子
の
義
異
を
留
め
、
そ
の
保
護
を
借
導
に
た
の
ん
で
引
上
げ
た
。

し
か
し
そ
の
後
の
長
安
は
赫
連
勃
々
の
襲
撃
で
敗
れ
、
義
異
も
虜
軍

に
迫
わ
れ
て
逃
げ
た
。
時
に
信
導
は
自
ら
数
百
の
門
下
を
率
い
て
、
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迫
う
虜
兵
を
さ
え
、ぎ
り
義
異
の
逃
げ
る
の
を
無
事
な
ら
し
め
た
。
義

異
は
間
早
身
草
む
ら
に
か
く
れ
て
い
た
が
、
幸
に
し
て
部
下
の
兵
段
宏

(
鮮
卑
人
)

に
あ

っ
て
背
に
お
わ
れ
て
逃
れ
踊
る
こ
と
が
で
き
て
劉

裕
を
喜
ば
せ
た
(
義
国
県
仰
参
照
)
。
僧
導
停
に
は
い
う
。

(
高
祖
)
臨
レ
別
調
レ
導
目
、
願
法
師
時
能
顧
懐
。

義
翼
後
箆
-
一
酉
虜
勃
勃
赫
速
一所
レ
逼
、
出
レ
自
ニ閥
南
吋
中
塗
擾
敗
、

醜
虜
一
来
レ
凶
、
迫
騎
終
レ
及
“
導
率
=弟
子
数
百
人
「
遁
エ於
中
路
「

調
-
一
迫
騎
-
回
、
劉
公
以
-
一此
子
-
見
レ
託
。
食
道
今
首
ニ
以
レ
死
遺
v
之。

見
年
小
留
鎖
。

曾
不
レ
可
レ
得
、
不
レ
煩
ニ
相
追
吋
群
冠
駿
ニ其
紳
気
「
途
週
レ
鋒
而
反
。

義
異
走
鼠
エ
於
草
「
曾
ニ
其
中
丘
(
段
宏
吋
卒
以
獲
レ
菟
。
蓋
由
ニ
導
之

力
-
也
。
高
祖
感
レ
之
、

因
令
一
一
子
姪
内
外
師
F

駕
。
後
立
-
一
寺
於
脊

春
叶
町
東
山
寺
也
。

義
異
を
謹
り
迭

っ
て
脊
春
に
き
た
借
導
の
行
動
に
感
謝
し
た
劉
裕

は
、
彼
を
優
遇
し
特
に
劉
家
子
弟
等
の
師
た
ら
し
め
た
。
そ
し
て
彼

の
矯
に
脊
春
城
東
北
に
東
山
寺
を
建
て
た
。
こ
れ
が
水
経
注
極
水
の

傑
に
い
う
五
重
の
塔
の
あ
る
導
公
寺
で
あ
る
。
脊
春
東
山
寺
に
お
け

る
導
公
の
僻
教
活
動
は
、
「
常
に
経
論
を
講
説
す
、
受
業
千
有
徐
人
。」

と
い
う
盛
大
な
も
の
と
な

っ
た。

い
4

た
い
借
導
は
梁
の
質
唱
の
名
僧
縛
第
十
四
中
園
法
師
の
中
に

宋
寄
陽
東
山
寺
穣
借
導
と
し
て
立
停
せ
ら
れ
、
慧
絞
は
こ
れ
を
う
け

て
高
僧
停
宕
七
義
解
篇
に
宋
欝
春
石
岡
寺
田
伴
僧
導
と
し
て
俸
し
て
い

る
。
信
導
は
長
安
の
人
、
十
才
で
出
家
し
た
が
師
が
観
世
音
経
即
ち

法
華
経
の
普
門
口
聞
を
授
け
た
。
師
は
こ
れ
を
試
る
矯
に
こ
の
経
は
幾

彼
は
「
経
の
初
に
『
爾
時
無
量
意
(
菩
薩
)
」

単
位
あ
る
か
と
問
う
と

と
あ
る
か
ら
、

こ
の
離
の
前
が
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
答
え
た
の
で

悦
ん
で
法
華
経
一
部
を
授
け
た
。
彼
は
こ
の
誕
の
讃
諦
研
究
に
っ
と

め
十
入
歳
に
至

っ
て
立
振
な
事
僧
に
な
り
、
後
秦
王
挑
興
の
得
信
を

う
け
て
い
た
高
僧
僧
叡
に
認
め
ら
れ
て
い
よ
い
よ
事
殖
を
深
く
し
、
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借
叡
と
同
じ
く
秦
王
か
ら
信
任
を
う
け
、
「
挑
輿
そ
の
徳
業
を
欽
び
、

友
と
し
て
愛
す
。

寺
に
入
り
相
造
り
、

遁
ち
讃
を
同
じ
く
し
て
宮

に
還
る
」
と
い
う
間
柄
と
な

っ
た
。
秦
王
が
鳩
摩
羅
什
を
長
安
に
迎

え
(
四
O
一
)
大
い
に
経
論
課
出
の
事
業
を
聞
か
し
む
る
や
、
こ
れ
に

参
加
し
、
急
速
に
盛
ん
に
な

っ
て
行
っ
た
長
安
併
教
事
界
の
重
鎮
と

な
り
、
羅
什
の
課
し
た
成
貫
論
や
三
論
(
申
論
・
十
二
門
論
・
百
論
)
の

義
疏
を
つ
く
り
、
ま
た
空
有
二
諦
論
を
著
わ
し
、
新
事
羅
什
俳
教
教

義
の
事
者
と
な

っ
た
。
劉
裕
が
長
安
に
入
城
し
た
頃
に
は
、
郎
防
に
六

十
歳
に
近
い
圏
熟
し
た
事
匠
で
あ
り
、
羅
什
漫
後
の
長
安
悌
教
界
の

指
導
者
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



信
導
は
数
百
の
弟
子
を
率
い
て
薄
春
に
き
た
。
換
言
す
れ
ば
長
安

の
羅
什
系
悌
敬
徒
を
や
が
て
宋
皇
帝
と
な
る
劉
裕
の
も
と
へ
集
圏
移

住
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
長
安
の
残
虐
な
赫
連

多
く
の
僻
教
徒
の
命
を
う
ば
っ

勃
々
の
占
領
や
悌
教
徒
迫
害
は
、

た
。
悌
教
徒
の
南
へ
逃
れ
る
も
の
多
く
、

っ
て
寄
春
に
来
る
も
の
が
つ
づ
い
た
が
、
信
導
は
彼
等
を
寺
に
牧
容

長
安
で
死
残
し
た
人
々
の
震
に

そ
の
中
に
は
借
導
を
た
よ

し
て
衣
食
を
給
し
た
の
み
な
ら
ず
‘

誠
心
こ
め
た
追
善
の
法
要
を
つ
と
め
た
。
停
に

曾
虜
滅
エ
悌
法
「
沙
門
遜
レ
難
投
レ
之
(
借
導
)
者
、
数
百
、

衣
食
吋
其
有
下
死
一
一
於
虜
一
者
幻
皆
設
レ
命
同
行
香
、
震
レ
之
流
沸
京
働
。

と
あ
る
。
こ
の
僧
導
を
中
心
と
し
た
多
数
の
長
安
悌
教
徒
は
時
廃
の

利
を
得
た
。
信
導
を
わ
が
子
の
救
済
者
と
感
謝
し
、
そ
の
子
弟
遠
の

悉
給

指
導
者
と
し
た
劉
裕
が
、
四
一
九
年
に
は
相
園
宋
公
か
ら
宋
王
に
進

ん
で
事
買
上
の
東
晋
主
権
者
と
な
り
、
翌
年
に
は
建
業
に
入
っ
て
帝

位
に
つ
い
た
。
宋
建
国
の
功
努
者
と
し
て
前
述
の
慧
巌
・
慧
義
と
共

に
借
導
が
宋
都
僻
数
界
に
重
き
を
な
す
に
至
る
こ
と
は
必
然
で
あ

る

461 

慧
義
・
慧
巌
・
借
導
に
よ
る
宋
悌
数
興
隆

ω
泊
泰
の
祇
垣
寺
建
立
と
慧
義

宋
革
命
の
第
一
年
(
永
初
元
四
二

O
)
、
建
業
に
紙
一担
寺
が
建

っ
た。

建
立
者
は
第
一
一
般
の
貴
族
で
あ
り
事
者
で
あ
り
、
高
組
武
帝
か
ら
太

租
文
帝
の
代
ま
で
信
任
せ
ら
れ
て
建
園
初
期
の
宋
朝
重
臣
と
し
て
元

に
七
十
四
歳
で
卒
す
る
ま
で
文
化
面
を
指
導
し

嘉
五
年
(
四
二
八
)

た
贈
車
騎
将
軍
侍
中
特
進
活
泰
で
あ
る
。
そ
の
俸
に
(
宋
番
六
O
)
、

暮
年
事
レ
僻
甚
精
。
於
一
一
宅
西
「
立
ニ
祇
垣
精
舎
叶

と
あ
る
。
紙
一但
寺
の
創
建
に
つ
い
て
迎
え
ら
れ
て
指
導
を
し
た
の
が

宋
建
国
に
借
界
か
ら
立
役
者
と
な
っ
て
登
場
し
た
慧
義
で
あ
る
。
時

ヴ

a
aaa 

人
は
慧
義
を
身
子
(
舎
利
弗
)
に

活
泰
を
須
達
長
者
に
擬
し
て
た

た
え
た
。
慧
義
俸
に
、

宋
永
初
元
年
、
車
騎
沼
泰
、
立
ニ
祇
垣
寺
吋
以
三
(
慈
)
義
徳
箆
ニ
物

宗
「
固
請
ニ
経
始
吋
世
話
以
-
一
(
泡
)
泰
清
信
之
至
「
因
矯
指
=
授
儀
則
「

時
人
以
レ
義
方
ニ
身
子
「
泰
比
一
一
須
達
寸
故
紙
一但
之
稽
、
販
競
存
君
。

と
あ
る
。
沼
泰
が
元
嘉
の
初
め
朝
政
を
専
ら
に
し
て
い
る
徐
羨
之

檀
道
済
等
と
封
立
し
て
身
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
時
、
慧
義
は
泰
の

果
林
園
六
十
畝
を
寺
に
喜
捨
せ
し
め
た
。
元
嘉
の
治
世
を
通
し
て
慧

義
を
中
心
に
こ
の
寺
が
愛
弟
子
の
慧
基
ら
の
協
力
を
得
て
如
何
に
策

慧
基
の
俸
に
見
え
る
(
高
信
偉
人
)
。
彼
が
十
五
歳
の
と

た
こ
、
.
十
h

、

ト
ス
ナ

t刀、
t
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き
、
師
の
慧
義
は
文
帝
に
慧
基
の
出
家
を
求
め
た
。
文
帝
は
慧
基
を

引
見
し
て
祇
一
但
寺
で
出
家
得
度
の
法
曾
を
設
け
、
帝
が
親
幸
し
た
の

で
公
卿
も
皆
集
っ
た
と
い
い

ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

基
師
轄
一
応
義
、

師
徳
居
二
物
宗
「
道
王
ニ
京
土
吋

土
庶
蹄
依
、

利
養

紛
集
。
以
ニ基
軸
跡
徳
可
v
稿
、
乃
摺
共
同
活
。
及
ニ
義
之
亡
(
元
嘉
二

一
年
七
十
三
才
卒
)
後
「
資
生
雑
物
、
近
レ
盈
二
百
蔦
可
基
法
醸
レ
獲
レ

還
止
日一銭

中
十
、
悉
捨
以
矯
レ
掘
。

唯
取
-
一粗
放
衣
鉢
「
協
以
東
踊
、

塘
顕
明
寺
吋

祇
一但
寺
に
外
国
俗
、
が
止
住
し
て
侍
諦
し
指
導
す
る
中
心
と
な

っ
た
こ

と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

(2) 

新
停
来
俳
教
と
紙
垣
寺
慧
義
教
囲

思
う
に
宋
の
文
化
の
進
展
は
南
海
交
通
の
輩
達
に
お
う
所
が
大
で

あ
り
、
特
に
海
路
の
交
通
は
西
域
!
長
安
を
通
じ
て
南
下
す
る
俳
教

と
は
異
っ
た
俳
教
を
、
仰
数
母
固
か
ら
直
接
導
入
す
る
こ
と
と
な

り
、
宋
都
の
僻
教
の
隆
策
と
そ
の
性
格
の
復
雑
化
を
も
た
ら
す
の
で

あ
り
、
こ
こ
に
元
嘉
俳
数
の
一
特
色
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず

中
国
人
法
顕
が
イ
ン
ド
求
法
の
大
雄
行
に
成
功
し
、
師
子
園
を
始
め

南
海
の
諸
国
を
経
由
し
て
東
晋
末
に
海
路
舗
来
し
て
も
た
ら
し
た
新

悌
典
を
建
業
で
調
持
出
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
刺
戟
を
輿
え
宋
併
教
に

新
課
題
を
提
供
し
た
(
後
述
)
が

宋
代
に
な
る
と
、

建
業
が
イ
ン

ド
・
南
海
の
俳
数
数
閣
と
海
路
直
結
し
、
こ
こ
か
ら
西
域
化
或
は
シ

ナ
化
を
経
な
い
新
悌
数
が
績
々
流
入
し
た
。

宋
書
(
谷
九
七
)

元
嘉
五
年
師
子
園
の
刺
利
摩
詞
南

そ
の
園
が
三
賀
に
奉
事
す
る
こ
と
を
述
べ
、

に
よ
れ
ば

が
園
書
を
奉
り

天

子
と
共
に
正
法
を
弘
め
て
難
化
を
度
せ
ん
と
欲
す
が
故
に
四
道
人
に

託
し
て
二
白
衣
を
遺
し
て
牙
蓋
像
を
遺
る
と
記
し
て
い
た
。
師
子
園

王
は
悌
数
を
媒
介
と
し
て
闇
交
を
修
め
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ

り
、
同
十
二
年
に
も
同
王
の
遺
使
奉
献
が
見
え
る
。
利
利
摩
詞
南
は

- 48一

四一

O
i四
三
二
年
在
位
の
セ
イ
ロ
ン
王
宮
各
回
包
自
由
の
こ
と
で

あ
る
。ま

た
同
じ
く
元
嘉
五
年
に
は
天
竺
迦
枇
禁
固
王
月
愛
す
な
わ
ち
グ

プ
タ
王
朝
の
の

r
g骨
白
四
国

H
E
S
口
・
が
使
を
遺
し
て
修
交
を
求
め
、

表
文
に
宋
の
隆
盛
と
奉
併
を
た
た
え
、
自
国
も
亦
悌
教
の
盛
ん
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
詞
羅
陥
園
が
元
嘉
七
年
、
扶
南
園
が
元
嘉
十
一
年
、
十
二
年
、

十
五
年
に
、
阿
羅
軍
園
が
元
嘉
七
年
、
十
三
年
、
二
十
六
年
に
遺
使

奉
献
し
た
こ
と
な
ど
を
列
奉
し
、

「
凡
此
諸
園
、
皆
事
-
一
悌
道
こ
と

結
ん
で
い
る
。

イ
ン
ド
か
ら
南
海
に
あ
る
悌
数
流
布
諸
園
と
の
直
接



交
通
が
、
而
も
相
方
共
に
奉
併
の
園
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
随
っ
て
宋
代
に
は
海
路
か
ら
宋
に
く
る

外
国
借
が
相
次
ぐ
の
で
あ
る
。

求
那
蹟
摩
(
功
徳
鎧
の

5
2同
5
8
)
は
毘
賓
王
家
の
出
身
の
借
で

あ
る
が
、
師
子
園
、
.
閤
婆
圏
、
林
邑
に
数
を
慶
め
て
そ
の
名
が
四
方

に
高
ま
っ
た
。
建
業
の
沙
門
慧
観
、
慧
聴
等
は
元
嘉
元
年
(
四
二
四
)

帝
に
駿
摩
を
迎
え
ん
こ
と
を
請
い
、
交
州
刺
史
は
勅
を
奉
じ
て
使
者

を
出
し
、
慧
観
等
も
数
名
の
信
を
使
者
と
し
て
閤
婆
園
に
至
り
こ
れ

を
迎
え
た
。
慶
州
に
来
り
次
で
建
業
に
入
っ
た
の
は
元
嘉
八
年
正

月
、
借
界
の
賞
力
者
慧
義
が
主
宰
す
る
祇
一
但
寺
に
止
住
し
、

ら
の
供
給
隆
厚
、
王
公
英
彦
宗
奉
せ
ざ
る
な
し
」
と
い
う
等
敬
を
う

「
帝
か

け
、
戒
律
閥
係
の
課
出
事
業
を
な
し
、
従
っ
て
建
康
の
僧
尼
の
賓
践

的
方
面
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
。
彼
が
の
こ
し
た
遺
文
偏
頚
三
十

六
行
も
文
帝
は
衆
慣
に
漢
課
せ
し
め
、
南
朝
悌
数
徒
に
少
な
か
ら
ぬ

感
化
を
奥
え
た
も
の
で
あ
る
。

次
で
中
天
竺
の
求
那
駿
陀
羅

3
5阻
害
包

g
功
徳
賢
)
も
南
海
諸

国
を
へ
て
元
嘉
十
二
年
春
慶
州
に
至
り
そ
の
冬
に
都
に
入
り
祇
一
但
寺
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に
住
し
、
文
帝
を
始
め
顔
延
之
、
彰
域
王
義
康
、
南
諜
王
義
宣
等
の

貴
顕
の
掃
依
を
う
け
、
や
が
て
義
撃
の
諸
借
を
集
め
て
雑
阿
合
経
・

法
鼓
経
・
勝
重
軽
・
楊
伽
経
等
の
翻
曹
を
行
っ
た
。

厨
賓
の
曇
摩
密
多
(
法
秀
)
は
陸
路
敦
埠
に
来
り
、

萄
に
進
み
(
元
嘉
元
年
)
、
剤
州
を
教
化
し
て
都
に
入
り
、
初
は
中
興

寺
に
止
り
晩
に
は
祇
垣
寺
に
住
し
て
、
調
岬
経
を
諦
し
調
遭
を
教
授
し

て
「
大
調
師
」
と
稽
せ
ら
れ
、
元
嘉
十
年
八
十
七
歳
で
建
業
を
始
め

宋
の
傍
数
界
に
大
き
な
感
化
を
の
こ
し
て
卒
し
た
。

か
く
の
如
く
紙
一
担
寺
は
元
嘉
時
代
に
は
慧
義
俸
に
、

涼
州
を
へ
て

西
域
名
信
、
多
投
ニ
止
此
寺
「
或
俸
ニ
課
経
典
「
或
訓
ニ
授
調
法
吋

と
あ
る
よ
う
に

イ
ン
ド
備
を
中
心
に
し
た
新
流
入
の
僻
教
に
よ
っ

-49-

て
導
か
れ
る
新
外
来
併
設
の
中
心
と
も
な
っ
て
繁
祭
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
寺
で
韓
意
義
に
率
い
ら
れ
る
漢
人
の
信
徒
も
大
き
な
影
響
を

う
け
て
イ
ン
ド
教
圏
の
生
活
を
買
行
に
う
つ
し
、
華
風
瞳
教
を
重
ん

ず
る
貴
族
祉
舎
に
問
題
を
起
し
た
。
紙
一
但
寺
慧
義
の
率
い
る
五
十
人

の
教
圏
で
は
、
法
顕
が
も
た
ら
し
悌
駄
駿
陀
羅
と
共
課
し
た
大
衆
部

涯
侍
承
の
律
(
借
紙
律
)
を
事
習
し
、
そ
の
生
活
規
定
を
守
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
手
づ
か
み
で
食
事
す
る
据
食
の
貫
行
は
都
の
人
々
を

驚
か
せ
、
檀
越
の
活
泰
も
注
意
せ
、
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

し
か
し

慧
義
は
あ
く
ま
で
律
に
忠
質
で
イ
ン
ド
的
食
事
作
法
を
固
執
し
た
。

彼
が
沼
泰
に
答
え
た
書
に
、
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活
情
越
、
欲
レ
令
一
此
衆
改
レ
偏
従
下
方

Q

・
:
:
・
此
寺
受
ニ
持
俗
祇
律
「

局
レ
日
己
久
U
i
-
-
-

或
律
是
沙
門
之
秘
法
。
:
:
:
(
弘
明
集
十
二
)

と
あ
る
。
紙
一
但
寺
時
一
品
義
僧
閣
は
新
課
の
借
祇
律
に
記
し
て
い
る
通
り

食
事
ま
で
も
中
国
の
作
法
に
よ
ら
ず
、

イ
ン
ド
の
風
に
従
っ
て
手
で

食
物
を
つ
か
ん
で
掘
っ
て
食
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
慣
が
止

住
し
て
い
た
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
異
風
は
忽
ち
中
園
儀
瞳
を

重
ん
ず
る
士
階
層
の
聞
に
批
判
の
封
象
に
な
り
、
檀
越
の
沼
泰
も
律

は
地
方
の
習
俗
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
不

作
法
な
開
食
を
や
め
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
帝
も
こ
ん
な
中
園
風
俗

の
破
壊
を
好
ま
ず
借
界
に
改
む
べ
き
こ
と
を
求
め
た
。
慧
巌
や
道
生

や
慧
翻
は
沼
泰
の
意
見
に
従
っ
た
が
慧
義
は
き
か
な
か
っ
た
。
菅
末

か
ら
宋
初
に
か
け
て
建
業
に
績
々
と
新
た
に
停
来
し
た
外
来
俳
数
殊

に
海
路
経
由
の
イ
ン
ド
俳
教
が
、
西
域
経
由
の
僻
設
を
主
軸
と
し
て

中
固
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
容
せ
ら
れ
て
き
て
い
た
中
園
俳
教
界

に
新
し
い
波
湖
を
ま
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
宋
革
命
の
功
努
者

慧
義
が
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(3) 

僧
導
を
中
心
と
し
た
長
安
悌
教
徒
の
集
園
南
渡
l

t
羅
什
系

梯
数
南
遁

劉
裕
並
に
そ
の
一
家
か
ら
特
別
な
優
遇
を
う
け
た
寄
春
導
公
寺
の

借
導
は
、
鳩
摩
羅
什
直
系
の
長
安
俳
教
界
の
聞
学
匠
で
あ
り
、
導
公
寺

で
は
受
業
者
千
絵
人
と
い
う
盛
大
な
経
論
議
説
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

更
に
長
安
悌
教
徒
の
大
量
移
住
が
こ
の
寺
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
前
述

し
た
。
借
導
は
宋
武
帝
の
治
世
か
ら
文
帝
元
嘉
の
治
世
を
通
し
て
宋

室
に
特
別
閥
係
を
も
っ
悌
教
界
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
の
み
な

ら
ず
、

九
十
六
歳
の
長
寄
を
保
っ
た
数
回
介
随
一
の
長
老
で
も
あ
っ

た
。
孝
武
帝
(
文
帝
第
三
子
)
に
も
腸
依
を
う
け
建
業
瓦
官
寺
に
出
て

帝
や
公
卿
の
聴
講
を
う
け
る
維
摩
経
の
講
座
を
聞
い
た

d

維
摩
経
は

羅
什
が
翻
課
し
講
述
し
そ
の
門
下
の
俊
秀
が
き
そ
っ
て
講
じ
た
も
の

で
、
借
肇
の
註
維
摩
は
南
北
朝
の
玄
摩
流
行
時
代
に
よ
く
行
わ
れ
中

A
U
 

国
俳
教
教
義
を
指
導
し
た
こ
と
は
極
め
て
大
き
い
ら
借
導
の
維
摩
経

講
義
も
羅
什
系
、
換
言
す
れ
ば
イ
ン
ド
の
龍
樹
の
大
乗
教
義
に
基
礎

を
す
え
た
も
の
で
あ
り
、
空
翻
を
中
心
と
し
た
俳
数
々
義
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、
こ
の
経
が
維
摩
居
士
な
る
在
家
の
富
豪
知
識
人
を
異
悌
数

の
鰹
得
者
と
す
る
も
の
で
、
特
に
東
亙
日
以
来
の
貴
族
吐
曾
で
喜
ば
れ

て
奉
悌
貴
族
が
自
ら
を
維
摩
居
土
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る

ω

九
十
才

の
老
借
借
導
は
帝
を
初
め
多
く
の
貴
顕
を
前
に
し
た
こ
の
維
摩
経
の

講
座
か
ら
、

「
悌
陀
世
を
去
り
て
既
に
千
年
、
純
正
な
る
悌
数
す
た

れ
、
イ
ン
ド
で
は
紙
一
但
精
含
も
鹿
野
苑
も
荒
蕪
し
外
道
が
盛
ん
に
起



る
と
い
う
。
現
在
の
衆
生
一
は
火
宅
に
等
し
い
こ
の
註
曾
を
慧
錦
織
だ
、
と

し
て
事
雌
刑
し
て
梯
菩
盤
を
な
げ
か
せ
て
い
る
の
だ
」
と
撲
を
諾
し
て

欝
告
し
聴
問
者
を
感
蕗
せ
し
め
、
ま
た
帝
に
は
「
護
法
弘
議
は
後
王

を
先
と
す
。
陛
下
慈
悲
心
も
て
危
を
あ
は
れ
み
蓄
な
勘
め
ば
、
こ
の

沙
土
瓦
擦
も
浮
土
と
な
る
」

し
か
し
檎
導
教
壌
の

し、

せ
た

a

に
簿
え
た

成
寅
議
や
〈
中
・
十
二
門
・
高
給
〉
の
教
義
、
主
棚
慨
を
強
調
す
る

も
の
で
、
設
は
こ
れ
ら
の
輸
の
義
疏
を
議
亡
、
そ
の
門
下
に
は
借
音

の
成
質
論
の
率
者
が
出
て
費
・
梁
に
成
質
論
研

-
治
情
的
飢
・の

議
期
を
む
か
え
、

わ
が
南
都
に
も
俸
わ

の
源
流

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
論
の
研
究
も
亦
南
朝
の
締
約
数
界
に
藤
ん

に
行
わ
れ
、
ま
た
鳶
錦
戦
末
に
江
南
で
質
合
絡
ん
で
鶏
群
考
古
鶏
の
一
一
一

論
宗
開
創
と
な
り
ま
た
南
都
へ
縛
わ
る
榊
散
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(4) 

慧
膿
と
文
帝
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て
得
導
を
南
朝
悌
教
の
有
力
な
指
導

者
た
ら
し
め
る
つ
く
っ
た
部
門
じ
く
羅
什
門
に
撃
ん
だ
議
離
も

赤
、
栄
識
の
尊
敬
を
う
け
て
一
元
嘉
傍
教
の
指
導
者
と
な
っ
た
o
a

し
か

し
懇
畿
の
悌
教
は
同
じ
羅
什
開
け
の
僑
導
と
は
異
る
部
が
あ
り
、

以
来
為
れ
た
幅
賓
い
新
僻
教
を
包
撮
し
て

言自j
裕

い
る
。
設
は
は
じ
め
慧
義
と
共
に
紙
一
担
寺
に
怒
し
た
が
、

は
慧
義
か
ら
離
れ
て
東
安
寺
に
住
し
た
。

帝
の
時
代
、
帝
の
懇
請
に
よ
り
支
遁
が
こ

行
般
若
経
を
講
じ
た
所
で
あ
り
、

て

出
て
こ
の
寺
に
住
し
郷
郡
の

の
懇
持
も
葱
に

の
轄
依
を
う
け
た
な
ど
、
建
業
に

お
い
て
貴
族
と
深
い

で
あ
る
。
慧
巌
は
一
連
素

識
で
東
安
寺
で
卒
し
て
い
る
か
ら
、

は
宋
室
に
舗
依
享
き
傍
教
界
の

ヨコ

し
て
指
導
能
地
位
を
し
め
た
こ
と
が
十
分
に

世
絵
傍
も
援
や
慧
離
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
。

の

噌止
民
叫

及
日
一
文
帝
在
泣
づ
情
野
尤
密
。

と
い
う
。
も
っ
と
も
文
帝
誌
邸
位
の
初
期
に
は
必
ず
し
も
熱
心
な
掛

教
崇
信
者
で
は
な
く
、
梯
教
研
兜
に
心
右
傾
け
る
こ
と
も
な
か
円

た
。
一
年
来
兆
タ
欝
泰
之
が
悌
寺
建
立
傍
像
露
遣
の
禁
観
葉

の
が
契
機
誠
一
と
な
っ
て
、
街
尚
之
、
羊
玄
保
等
か
ら
鈴
教

に
つ
い
て
の
見
解
を
き
き
、

帝
語
レ
是
信
心
遁
立
、
始
致
ニ
式
富
山
葬
緩
叶

議
傍
「
親
論
日
一
道
義
理
吋
〈
懇
綴
織
持
〉

と
あ
る
よ
う
に
奉
悌
者
と
な
り
特
に
懇
毅
・
懇
翻
を
始
め
諸
借
に
つ

〈
嚇
鰍
〉
般
〈
綿
綿
〉
糊
鱗
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い
て
俳
敬
三
裁
に
就
い
て
も
論
議
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
て
慧
巌

の
南
朝
俳
教
界
へ
の
大
き
な
影
響
は
、
羅
什
系
大
乗
仰
教
の
導
入
の

み
な
ら
ず
羅
什
が
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
乗
俳
典
大
浬

染
経
流
布
に
つ
い
て
の
事
業
で
あ
る
。

四

浬
提
経
の
侍
需
に
よ
る
波
澗
l
l
|
道
生
の
活
動

大
乗
の
浬
柴
経
は
法
顕
が
摩
詞
陀
園
の
首
都
パ
タ
リ
プ
ト
ラ
の
在

俗
信
者
の
所
で
原
本
を
得
て
蹄
り
、

四
一
七
!
四
一
八
年
に
悌
駄
駿

陀
羅
・
賓
雲
ら
と
共
に
課
了
し
、
大
般
泥
一但
経
六
容
と
し
た
。

義
照
十
三
年
十
月
一
日
、
於
ニ
謝
司
空
石
所
レ
立
道
場
寺
「
出
二
此

方
等
大
般
泥
垣
経
「
至
ニ
十
四
年
正
月
二
日
「
校
定
重
誌
。

調
師

手
執
-
一胡
本
「
賢
雲
停
謀
、
子
レ
時
坐
有
三
一
百
五
十

悌
大
政
陀
、

人
吋
(
出
三
燕
記
集
八
枚
六
省
泥
一
但
経
記
)

道
場
寺
は
建
業
の
三
橋
簸
門
外
開
場
里
に
名
門
の
司
空
謝
石
が
建

て
た
寺
、
闘
場
寺
と
稽
せ
ら
れ
た
が
、
帥
抑
徒
は
殺
傷
に
連
る
闘
の
字

を
き
ら

っ
て
道
場
寺
と
か
く
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
@
悌
大
政
陀
卸

ち
悌
駄
駿
陀
羅
(
舞
賢
)
は
、

イ
ン
ド
か
ら
長
安
に
き
た
が
、
国
家
の
築
達
と
結
び
つ
き
す
ぎ
て
い

る
羅
什
敢
闘
に
同
調
で
き
ず
‘
別
に
専
ら
欄
定
貰
践
に
つ
と
め
る
教

鳩
摩
羅
什
が
活
動
し
て
い
た
時
に
北

圏
を
組
織
し
て
求
道
的
修
行
者
か
ら
曾
敬
を
う
け
て
い
た
。
だ
が
羅

什
門
下
か
ら
に
く
ま
れ
て
長
安
を
携
出
せ
ら
れ
、
南
し
て
脱
山
の
叫
一
品

遠
に
身
を
ょ
せ
、
次
で
長
安
か
ら
同
伴
し
た
慈
翻
を
介
し
て
刑
州
の

持
軍
司
馬
休
之
に
敬
重
せ
ら
れ
、
や
が
て
劉
裕
が
司
馬
休
之
を
討
伐

す
る
や
そ
の
知
遇
を
う
け
、

ま
だ
少
年
で
あ

っ
た
劉
裕
の
子
西
中
郎

将
剤
州
刺
史
義
隆
(
後
の
文
帝
)
と
も
交
る
こ
と
に
な
っ
た
。
劉
裕
が

都
に
還
る
の
に
随
っ
て
、
道
場
寺
に
留
り
、
中
園
人
の
法
額
や
支
法

領
が
西
方
か
ら
将
来
し
た
左
の
如
き
諸
経
律
を
翻
諦
し
南
朝
俳
数
に

極
め
て
重
要
な
影
響
を
奥
え
た
。

の，“
に
d

信
紙
律
四
十
容

法
顕
と
共
謀

法
顕
将
来
本

泥
一但
経
六
省

華
巌
経
五
十
単
位

法
顕
・
賓
雲
と
共
課

同
右

法
業
・
慧
義
・
慧
膿
等
百
徐
人
と
共
謀

支
法
領
停
来
本

新
無
量
寄
経

賓
雲
と
共
謀

借
紙
律
が
紙
一
但
寺
慧
義
の
敢
闘
の
据
食
な
ど
の
イ
ン
ド
風
生
活
を

導
き
、
中
国
風
俗
を
み
だ
す
も
の
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
前

述
し
た
。
華
巌
経
は
惰
唐
の
華
巌
宗
成
立
へ
と
護
展
し
た
根
本
経
典

で
あ
り
、
特
に
、

支
法
領
、
於
エ
子
関
-
得
エ
牽
巌
前
分
三
高
六
千
傷
吋
未
レ
有
-
-
宣
謬
吋



到
ニ
義
照
十
四
年
「
奥
郡
内
史
孟
顕
、
右
衛
将
軍
楕
叔
度
、
印
請
レ

賢
矯
-
一
課
匠
吋
乃
手
執
一
一
党
文
「
共
ニ
沙
門
法
業
・
慧
義
・
慧
巌
等

百
有
能
人
「
於
-
一
遭
場
一
課
出
。
:
:
:
故
遭
場
寺
猶
有
ニ
華
巌
堂
吋

(
高
借
簿
二
梯
駄
駿
陀
羅
侍
)

と
あ
る
も
の
で
、
宋
初
の
貴
穎
を
檀
越
と
す
る
俳
教
界
に
影
響
を
奥

え
た
こ
と
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
が
、
今
は
元
嘉
の
併
教
界
に
特
に

重
要
な
影
響
を
興
え
た
泥
一
担
経
の
み
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。

」
の
経
は
僻
陀
が
臨
終
に
際
し
て
弟
子
達
に
最
後
の
説
法
を
す
る

形
式
を
と
っ
て
、
俳
は
長
生
不
滅
常
住
不
饗
で
あ
り
、
そ
の
長
寄
不

滅
の
俳
は
一
切
衆
生
を
一
子
の
想
を
も
っ
て
等
視
す
る
、
慈
悲
の
教

化
者
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
共
に
、

一
切
衆
生
に
如
来
性
(
梯
性
)

あ
る
こ
と
を
説
く
。
す
べ
て
の
人
に
成
併
の
可
能
性
1

1
俳
と
同
質

の
俳
性
が
具
有
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
説
は
、
中
園
俳
教
界
に
大
き
な

刺
戟
を
輿
え
た
。

法
顕
将
来
の
大
般
泥
一
担
軽
は
直
ち
に
建
業
率
匠
の
注
目
す
る
所
と

な
っ
た
。
わ
が
最
澄
の
「
法
華
秀
句
」
に
唐
の
大
安
園
寺
献
誠
の

「
浬
梁
玄
義
」
を
引
い
て
こ
ん
な
話
を
俸
え
て
い
る
。

い
っ
せ
ん
だ
い

「
一
関
提
(
断
善
板
者
)

智
勝
は
経
文
に
準
接
し
て

は
定
て
併
に
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な
れ
ぬ
」
と
説
き
、
宋
朝
の
大
徳
も
大
勢
此
義
に
賛
成
し
た
。
然
る

に
羅
什
に
率
ん
で
還
っ
て
き
て
い
た
若
い
遺
生
(
中
論
疏
に
羅
什
門
下

立

ち

ま

ち

の
俊
秀
に
つ
い
て
、
老
則
融
・
叡
、
少
則
生
・
肇
と
あ
る
)
は
「
衆
生

は
悉
く
僻
性
を
具
有
す
る
以
上
は
如
何
な
る
人
で
も
併
に
な
り
得
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
経
に
か
く
れ
た
深
義
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

経
文
に
は
一
切
衆
生
に
悉
く
僻
性
あ
り
と
は
説
く
が

根
者
)
と
い
う
除
外
例
を
認
め
て
、

一
闇
提
(
断
善

「
良
曹
が
一
切
の
病
者
を
な
お
し
て
く
れ
る
が
、
唯
治
す
べ
か
ら

ざ
る
重
病
者
を
除
く
が
如
く
、
併
も
唯
一
闇
提
を
除
い
て
一
切
衆

生
の
病
を
治
す
」

-53-

と
説
い
て
い
る
。
長
老
で
あ
っ
た
ら
し
い
智
勝
は
若
い
道
生
と
論
争

し
、
経
文
の
上
で
は
智
勝
の
説
が
認
め
ら
れ
て
も
理
論
的
に
は
遭
生

に
屈
せ
ら
れ
た
。
智
勝
初
め
建
業
の
長
老
皐
借
は
怒
っ
て
上
表
し
、

「
後
生
の
小
僧
全
く
率
識
な
く
勝
手
な
臆
測
を
し
て
経
の
宗
に
希
い

た
読
を
ほ
し
い
ま
ま
に
流
侍
し
て
後
事
を
誤
る
。
建
業
か
ら
摸
出
し

て
山
に
入
ら
し
め
よ
」
と
訴
え
た
。
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
彼
は
そ
の

所
住
の
育
園
寺
(
轟
主
守
)
か
ら
去
っ
た
。

し
か
し
道
生
の
読
に
賛

成
す
る
碩
撃
名
借
が
五
十
人
も
道
生
に
従
っ
て
呉
の
虎
丘
山
に
入
つ

た
と
い
う
。
そ
の
後
、
元
嘉
七
年
或
は
八
年
に
北
涼
曇
無
識
語
大
般

浬
梁
経
四
十
容
が
建
業
に
停
わ
り
、
道
生
の
設
が
こ
の
北
シ
ナ
で
停
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課
せ
ら
れ
た
経
文
に
見
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
道
生

は
都
に
召
さ
れ
て
疏
義
を
作
り
、

五
千
絵
人
を
集
め
て

「
一
切
衆

生
、
悉
有
俳
性
」
こ
そ
、
併
が
最
後
の
説
法
で
あ
る
浬
紫
経
で
明
ら

か
に
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

高
僧
倖
七
道
生
俸
に
は
こ
の
こ
と
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。

六
容
泥
一
但
、
先
至
一
一
京
都
吋
生
剖
-
一
析
経
理
「
洞
戸
コ
人
幽
微
「
乃
説
哲
一

一
間
提
人
・
皆
得
-
忌
俳
吋
於
レ
是
大
本
未
レ
停
、
孤
明
先
輩
、
濁
見

件
レ
衆
。
於
レ
是
欝
皐
以
昂
=
邪
説
「
識
憤
滋
甚
。
迭
顕
一
一
大
衆
「
揖

市
遺
レ
之
。

遁
生
は
こ
の
時
大
衆
中
に
於
て
容
を
正
し
て
誓
っ
て
「
も
し
我
が

説
く
所
が
経
義
に
反
す
れ
ば
、
現
身
に
即
ち
痛
疾
を
表
さ
ん
こ
と
を

請
う

c

も
し
買
相
と
違
背
せ
ざ
れ
ば
、
命
終
る
時
、
獅
子
座
に
接
ら

ん
」
と
断
言
し
て
央
の
虎
丘
山
へ
入
っ
た
。
旬
日
の
中
に
皐
徒
が
数

百
に
な
っ
た
と
い
う

こ
う
し
て
宋
の
中
央
俳
教
界
に
法
顧
の
六
谷
大
般
泥
垣
経
の
惇
課

を
契
機
と
し
て
長
老
源
・
奮
事
保
守
涯
と
少
壮
源
・
自
由
涯
と
の
封

立
が
爆
聾
す
る
大
騒
ぎ
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
代
の
古
典
に
彊
く

拘
束
さ
れ
た
訓
古
儒
撃
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
清
談
・
玄
撃
な
ど
に
よ

っ
て
形
而
上
皐
的
思
郷
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
自
由
討
論
が
頻
り
に
行

わ
れ
た
六
朝
思
想
界
の
特
色
を
う
か
が
い
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
思
想

言
論
界
の
中
に
績
々
新
教
義
を
崩
問
え
て
く
る
併
設
が
時
代
の
思
想
皐

術
界
に
果
す
役
割
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

浬
梁
経
撃
は
北
海
の
曇
無
識
が
課
し
た
四
十
容
の
大
般
浬
提
経
の

江
南
侍
来
に
よ
っ
て
一
層
拍
車
を
か
け
て
宋
以
来
の
思
想
界
、
率
界

に
大
き
く
も
り
上
っ
た
。

先
ず
宋
室
と
特
別
閥
係
深
い
慧
巌
は

道
生
と
同
じ
よ
う
に
鹿
山
慧
遠
の
門
下
か
ら
長
安
羅
什
の
門
に
遅
ん

で
再
び
南
に
踊
っ
て
き
て
宋
の
武
帝
に
知
遇
を
う
け
た
道
場
寺
の
慧

観
、
及
び
元
嘉
第
一
流
の
文
事
者
の
奉
俳
貴
族
謝
霊
運
ら
と
共
に
、

法
顕
の
泥
垣
経
と
曇
無
識
の
浬
提
経
と
を
封
校
し
て
文
章
ま
で
改
定

- 54ー

を
加
え
て
所
調
南
本
浬
製
軽
三
十
六
巻
を
つ
く
っ
た
。
謝
盛
運
は
元

嘉
十
年
慶
州
に
流
さ
れ
て
死
し
棄
市
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
南
北
の

雨
課
本
か
ら
南
本
浬
染
経
が
嘗
時
の
建
業
の
僧
俗
一
流
翠
者
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
北
本
の
建
業
停
来
間
も
な
い
時
で
あ
っ
て
、

浬
興
経
が
如
何
に
首
時
の
僻
数
皐
界
に
閥
心
を
ま
き
お
こ
し
て
い
た

か
を
察
し
得
る
。

慧
巌
・
謝
霊
運
と
共
に
南
北
の
浬
紫
経
を
合
せ
て
南
本
浬
紫
経
を

つ
く
っ
た
道
場
寺
慧
観
も
、
宋
の
武
帝
の
即
位
以
前
か
ら
知
遇
を
う

け
、
文
帝
と
は
そ
の
少
年
時
代
か
ら
の
近
づ
き
で

元
嘉
の
初
の



月
上
巳
に
は
文
帝
の
曲
水
の
避
に
参
加
し
、
卸
席
の
賦
詩
に
文
名
を

王
信
達
・
何
尚
之
ら
と
清
談
の
友
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
浬
柴

は
せ
、

経
序
を
撰
し
た
。
惰
の
嘉
群
寺
士
口
頭
の
コ
ニ
論
玄
義
」
や
「
法
華
玄

弘
耐
」
に
は

」
の
浬
提
経
序
の
中
に
慧
観
が
、
す
で
に
侍
来
し
て
い

る
全
俳
教
を
頓
漸
二
教
に
分
ち
、
漸
教
を
五
時
に
分
っ
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

の棒
読等
法一

代

漸 頓

苧キ
「 一一十一一一I

五四三二一|
時時時時時 l
I I I I I 
浬法維般阿華
換華摩若含巌
経経・経経経

lii1 
俳踊三抑菩る三三具菩
性せ乗え薩説乗乗し薩
常しをたを法をのての
住め曾教ほ遁人顕震
をるしめし各示に
明 教 て 整 数 別 し 理
すー開化のたを

に を す 教 完

慧
遠
に
事
び
羅
什
に
撃
ん
だ
慧
観
は
江
南
に
き
て
二
師
が
ま
だ
知

ら
な
か
っ
た
華
巌
経
や
浬
繋
経
の
よ
う
な
新
し
い
重
要
な
教
義
を
展

閲
し
た
大
乗
悌
典
に
接
し
た
。
勿
論
彼
は

こ
れ
ら
を
後
世
の
編
纂

と
は
思
わ
ず
悌
の
説
法
だ
と
信
受
し
た
。
然
る
に
既
に
漢
課
せ
ら
れ

て
い
る
多
種
多
数
の
俳
典
聞
の
教
義
の
相
違
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
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て
い
る
の
こ
れ
ら
が
一
人
の
悌
の
一
代
の
説
法
の
記
録
な
ら
ば
、
首
然

人
類
教
化
を
め
ざ
す
併
の
生
涯
の
説
法
と
し
て
順
序
が
あ
り
か
っ
そ

の
説
法
の
意
圃
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
く
、
ヤ

」

」
に
備
の
究
極
の
教
が
ど
の
教
読
に
あ
る
か
も
明
ら
か
に
な
っ
て

障
っ
て
掛
徒
が
何
経
の
教
読
を
究
極
の
婦
趣
と
し
て
悌
道
一
貫
践
に
進

む
べ
き
か
も
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
立
場
を
か
え
れ
ば
、
お
び
た

だ
し
い
多
種
の
俳
典
を
す
べ
て
俳
誌
と
し
て
停
え
た
中
園
俳
教
徒

が
、
各
種
の
僻
説
法
の
内
容
即
ち
経
典
に
封
す
る
債
値
批
判
で
も
あ

り
、
全
経
典
を
一
併
の
説
法
と
し
て
盤
系
化
し
よ
う
と
す
る
努
力
で

も
あ
り

ま
た
何
に
よ
っ
て
自
ら
の
信
仰
と
貫
践
を
立
て
る
べ
き
か

~ (5~ー

の
求
道
的
努
力
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
詩
全
僻
典
の
盟
系
組
織

を
「
教
相
判
樫
」
と
稽
し
、
略
し
て
教
判
と
も
い
い
、
こ
の
数
判
の
上

に
こ
そ
最
早
イ
ン
ド
俳
教
と
は
性
格
を
か
え
た
シ
ナ
僻
教
が
成
立
す

る
の
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
こ
そ
は
南
朝
も
北
朝
も
各
種
の
教
判
が
蘭

菊
の
美
を
競
っ
て
論
争
を
展
開
す
る
時
代
、
換
言
す
れ
ば
俸
課
悌
教

か
ら
シ
ナ
僻
教
へ
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
苦
悶
の
時
代
で
あ
る
。
東
青

末
宋
初
の
江
南
に
お
け
る
浬
柴
経
の
出
現
と
そ
の
研
究
は
、
こ
の
よ

う
な
シ
ナ
傍
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
宿
命
的
な
必
然
の
努
力
を
員
創
に

元
嘉
併
設
の
指
導
者
達
は

起
き
し
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な
り
、
湾
・
梁
の
併
教
を
費
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
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宋
初
期
浬
柴
経
撃
に
お
け
る
他
の
花
形
は
、
元
嘉
中
七
十
一
歳
で

卒
し
た
長
老
慧
翻
に
謝
す
る
若
い
道
生
で
あ
る
。

道
生
は
彰
域
(
劉
裕
の
出
身
地
方
)

に
居
を
移
し
て
い
た
鉦
鹿
の
貌

氏
の
出
で
、

そ
の
父
は
蘇
令
に
も
な
っ
て
い
た

東
亙
日
簡
文
帝
・

孝
武
帝
の
時
代
に
建
業
の
瓦
官
寺
で
活
動
し
た
竺
法
汰
(
三
ニ
O

ー
三
八
七
)
の
門
に
事
び
、
隆
安
中
(
三
九
七
l
四
O
一
)
に
鹿
山
慧
遠

の
門
に
入
り
て
七
年
修
率
、

長
安
に
出
て
羅
什
の
課
場
に
参
加
、

四
O
八
年
噴
鹿
山
に
蹄
り
、

次
で
建
業
に
出
て
て
龍
光
寺
(
膏
の
最

後
の
恭
帝
の
皇
后
橋
氏
(
元
嘉
十
三
年
四
三
六
崩
)
が
覆
舟
山
下
の
青
闘
に

建
て
た
育
園
寺
)
で
盛
ん
に
新
率
読
を
唱
え
て
元
嘉
の
知
識
人
俳
教
界

に
問
題
の
提
起
者
と
な
っ
た
。
文
帝
も
深
く
彼
に
鯖
依
し
た
。
俸
に
、

生
血
励
賞
時
法
匠
、

請
以
居
鷲
(
育
園
寺
)

重
可
後
太
租
設
レ
舎
。

宋
太
組
文
皇
、
深
加
一
-
歎

帝
親
同
レ
衆
御
ニ
於
地
盤
吋
下
食
良
久
。

成
疑
-
一
日
晩
吋
帝
目
、
始
可
レ
中
耳
。
生
日
、
向
日
麗
レ
天
、
天
言
一
一

始
中
『
何
得
レ
非
レ
中
。
途
取
レ
鉢
使
食
。

不
レ
歎
-
一
其
植
機
得
τ
表。

於
レ
是
一
衆
従
之
。

王
弘
・
沼
泰
・
顔
延
之
、

並
把
敬
一
一
風

猷
「
従
レ
之
問
レ
遭

と
い
い
、
帝
の
言
下
に
機
智
を
ひ
ら
め
か
し
て
正
午
す
ぎ
て
の
食
事

の
供
養
を
う
け
た
話
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
遺
生
も
亦
南

朝
貴
族
一
位
曾
の
清
談
玄
翠
の
中
の
俳
教
諭
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察

せ
し
め
る
。
道
生
は
併
数
徒
が
欝
出
悌
典
の
文
字
に
滞
っ
て
、
悌
道

の
本
義
を
見
失
っ
て
い
る
こ
と
を
敷
い
て
、
首
時
の
併
教
徒
の
意
表

を
つ
く
よ
う
な
、
善
不
受
報
・
頓
悟
成
俳
論
を
述
べ
、

ま
た
二
諦
論

-
悌
性
首
有
論
・
法
身
無
色
論
・
例
無
期
土
論
・
躍
有
縁
論
な
ど
を

著
し
た
。
守
文
の
例
数
徒
は
多
く
嫌
嫉
を
生
じ
非
難
の
撃
が
紛
然
競

い
起
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
文
帝
は
道
生
の
支
持
者
で
あ
っ
て
、
道

生
の
死
後
か
つ
て
道
生
の
頓
悟
義
を
述
べ
、
信
弼
等
か
ら
や
り
こ
め

ら
れ
た
が
、
帝
は

「
逝
き
し
者
を
生
か
し
得
ば
決
し
て
諸
君
の
矯
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に
屈
せ
ら
れ
ぬ
の
に
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
建
業

i
嵐
山

l
長
安

l

建
業
と
菅
末
宋
初
の
最
も
重
要
な
悌
教
の
セ
ン
タ
ー
を
遍
歴
修
獲
噂
し

て
新
し
い
華
巌
経
・
浬
幾
経
に
接
し
た
道
生
は
そ
の
箸
「
法
華
経
略

衆

疏
L

に
、
衆
生
の
智
能
は
種
々
で
あ
る
の
で
、
併
は
こ
の
衆
生
を
悟

り
へ
導
く
矯
に
種
々
の
説
法
を
せ
ら
れ
た
が
、
四
種
の
説
法
に
大
別

莫レ

さ
れ
る
と
し
た
。

一
、
善
静
法
輪

布
施
・
持
戒
な
ど
の
善
を
修
し
て
人
・
天
の
善

所
へ
生
れ
し
め
る
説
法
。

二
、
方
便
法
輪

出
世
間
の
聖
道
を
修
し
て
二
種
の
浬
駒
栄
に
至
ら

し
め
る
説
法
。
法
華
・
浬
繋
以
外
の
大
衆
、
小
乗



三
、
異
質
法
輪

の
経
読
を
さ
す
.

三
乗
の
直
別
を
破
っ
て
一
乗
に
踊
せ
し
め
る
読

法
、
す
な
わ
ち
法
華
経
。

四
、
無
徐
法
輪

傍
の
究
極
の
教
に
し
て
常
住
の
妙
旨
を
説
く
、

す
な
わ
ち
浬
梁
経
。

」
の
四
種
法
輪
と
い
う
範
暗
に
よ
る
一
切
経
の
整
理
龍
系
化
は

法
華
経
・
浬
襲
経
を
俳
の
す
べ
て
の
説
法
、
即
ち
す
べ
て
の
梯
経
の
蹄

趣
す
る
至
高
の
経
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
浬
柴
経
は
併
が
最
後

に
そ
の
教
の
究
極
の
妙
旨
、
悌
の
常
住
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
だ
と

す
る
。
浬
襲
経
課
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
従
来
中
園
俳
教
界
が
重
要

悌
典
と
し
て
重
視
し
研
究
し
て
き
た
般
若
経
も
維
摩
経
も
法
華
経
さ

え
も
下
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
俳
教
を
苦
・
空
・
無

常
・
無
我
を
説
く
数
と
き
き
な
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の
経
で
は
悌
教
の

理
想
境
は
「
常
な
り
築
な
り
我
な
り
替
な
り
」
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
、
最
高
異
例
数
だ
と
高
揚
す
る
の
で
あ
る
。
中
国
傍
教
界
は
一
時

迷
っ
た
。
羅
什
は
慧
遠
の
問
に
答
え
て
小
乗
阿
見
曇
師
の
読
は
樟
等

の
異
意
を
誤
解
し
た
も
の
で
、
般
若
経
・
法
華
経
な
ど
の
大
衆
経
こ
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そ
は
異
の
悌
意
を
顕
示
し
て
い
る
も
の
だ
と
、
大
小
乗
の
直
別
を
数

え
そ
の
優
劣
を
示
し
た
(
大
覇
市
大
議
抄
)
。
し
か
し
東
菅
末
に
は
小
乗

の
阿
見
曇
数
義
を
宗
と
す
る
す
ぐ
れ
た
俸
課
宣
教
者
が
衣
々
に
き

て
、
そ
の
信
奉
者
が
有
力
な
僧
俗
の
聞
に
も
出
た
。
江
南
で
は
慧
遠

の
弟
の
慧
持
、
俗
で
は
東
亭
侯
王
殉
兄
弟
の
如
き
は
小
乗
阿
見
曇
数

義
に
心
を
傾
け
た
人
で
あ
っ
た
。
特
に
宋
に
な
り
、
南
海
か
ら
多
く

の
小
一
束
併
教
徒
が
来
っ
て
活
動
し
、
中
国
信
の
熱
心
な
信
者
圃
も
で

き
た
。
元
嘉
中
に
き
て
慶
州
を
中
心
に
商
利
に
奔
走
し
て
い
た
一
外

国
商
人
の
子
が
、
曇
摩
耶
舎
の
弟
子
と
な
り
法
度
と
腕
し
た
.
曇
摩

耶
舎
は
大
股
裟
沙
と
呼
ば
れ
た
小
乗
事
者
で

晋
の
隆
安
中
(
三
九

七
|
四
O
一
)
に
慶
州
に
き
た
時
に
既
に
八
十
五
の
高
齢
だ
っ
た
と
い
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ぅ
。
多
く
の
弟
子
が
随
従
し
長
寄
の
宗
教
家
を
等
敬
し
易
い
中
園
人

殊
に
女
性
聞
に
も
熱
心
な
信
者
が
で
き
て
い
た
。
彼
は
義
照
中
(
四

O
五
|
四
一
八
)
に
は
長
安
に
入
り
、
ま
た
南
し
て
江
陵
辛
寺
で
大
に

宣
教
し
、
門
下
に
集
る
も
の
三
百
徐
に
も
達
し
た
が
、
元
嘉
中
(
四

に
西
に
踊
っ
た
と
い
う
。
弟
子
法
度
は
師
の
教
を

弘
め
、
小
乗
こ
そ
異
例
教
で
あ
る
。
専
ら
小
乗
を
事
ぶ
べ
き
で
、
大

乗
組
を
讃
む
こ
と
を
禁
じ
、
大
乗
の
い
う
十
方
悌
は
な
い
、
唯
樺
迦

二
四
|
四
五
三
)

傍
の
み
を
撞
せ
よ
と
説
き
、
イ
ン
ド
式
生
活
様
式
を
と
る
教
圏
を
組

織
し
た
。
宋
の
丹
陽
晋
ノ
顔
竣
(
顔
延
之
の
長
子
)
の
女
の
法
弘
尼
、
交

州
刺
史
張
牧
の
女
北
国
間
関
尼
な
ど
も
熱
心
な
信
者
と
な
っ
た
。
法
度
数
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闘
の
大
衆
訓
斥
が
起

っ
た
前
後
の
頃
に
は

般
若
粧
を
非
難
す
る

僧
、
法
華
経
を
否
定
す
る
倍
、
更
に
担
架
経
を
非
俳
教
と
す
る
借
も

現
れ
て
い
る
。
自
由
談
論
を
輿
・
し
ん
だ
時
代
に
、
俳
教
界
は
、
在
来

の
経
に
比
し
詰
き
方
に
異
色
あ
る
大
乗
経
を
侍
え
た
り
、
大
乗
経
を

入
土
面
的
に
排
斥
す
る
小
一
栄
宣
教
者
を
迎
え
た
り
し
た
の
で
、
議
論
紛

出
、
宋
悌
教
界
は
大
小
一
東
ま
た
大
衆
諸
経
波
が
互
に
相
排
し
相
封
立

す
る
教
義
論
を
戦
わ
し
な
が
ら
興
隆
し
た
の
で
あ
る

ψ

し
か
し
大
勢

は
大
小
一
東
諸
経
は
す
べ
て
仰
の
説
法
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

そ
の
中

で
は
小
一
来
が
洩
近
で
大
一
束
が
深
遠
で
あ
る
と
大
乗
の
勝
利
に
な
り
、

中
で
も
仰
の
最
終
説
法
と
い
う
浬
換
経
、
か
優
位
を
占
め
て
そ
の
研
究

謂
仰
が
南
朝
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
梁
の
武
帝
の
時
代
に
編
集

せ
ら
れ
た
畑
町
娘
経
集
解
七
十

一
谷
は
こ
れ
を
示
す
文
献
遺
産
の
一
つ

で
あ
る
号
担
架
粧
の
急
速
な
流
布
研
究
は
、
久
し
い
間
老
荘
的
玄
拳

を
媒
介
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
「
無
」
の
老
荘
哲
撃
に
似
た
空

の
般
若
周
平
に
謝
し
て
、

担
柴
艇
に
お
い
て
俳
の
常
住
を
説
き
、
す
ベ

て
の
人
が
帥
性
を
も
ち
帥
へ
の
可
能
性
を
も
ち

そ
の
併
が
常
住
に

し
て
無
最
寄
を
期
境
に
享
受
す
る
と
い
う
説
き
方
が
、

さ
な
が
ら
長

寄
不
死
の
一
脚
仙
が
幾
国
境
に
限
り
な
く
築
を
う
け
る
の
と
同
じ
様
に

感
受
さ
れ
た
こ
と
も
、
中
国
人
体
統
の
思
想
感
情
と
共
感
す
る
も
の

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

c

五

む

す

。:

宋
の
元
土
五
加
の
併
殺
の
源
流
や
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
震
に
は
、

な

お
論
述
す
べ
き
問
題
、
例
え
ば
宗
附
(
明
桝
論
の
著
者
)
慧
琳
(
均
普
論
の

著
者
)
ら
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
例
数
親
、
北
誕
の
排
俳
政
策
を
逃
れ
て

南
遷
し
た
北
貌
併
殺
徒
の
活
動
な
ど
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
が
、

紙
数
の
閥
係
で
一
ま
ず
こ
こ
で
元
嘉
俳
教
の
シ
ナ
併
設
史
上
に
お
け

る
特
色
二
貼
を
要
約
し
て
む
す
び
と
す
る
。

Fhυ 

て
文
帝
が
儒
事
・
玄
周
了
史
事
・
文
撃
の
四
墜
を
並
び
建
て
た

時
代
は
儒
教
濁
得
時
代
と
臭

っ
て
事
界
に
自
由
討
究
の
盛
ん
に
行
わ

れ
る
時
代
で
あ
り
、
而
も
こ
れ
ら
四
撃
の
指
導
者
に
な

っ
た
儒
撃
の

雷
次
宗
は
慧
遼
門
下
に
間
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
、
玄
撃
主
任
の
何
尚

之
は
奉
俳
一
門
に
出
で
自
ら
も
熱
心
な
奉
悌
者
、
史
事
の
何
承
天
も

悌
徒
と
大
い
に
論
宇
し
た
人
、
文
撃
の
謝
玄
の
謝
家
も
亦
俳
数
徒
と

交
遊
の
多
か
っ
た
家
で
、
何
れ
も
俳
教
に
闘
心
深
い
人
々
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
目
撃
は
常
に
体
数
思
想
と
交
流
・
封
決
の
中
に
あ

っ

た
。
建
業
の
若
い
翠
徒
が
併
教
に
つ
い
て
の
知
識
を
必
要
と
し
た
の

み
な
ら
ず
、
貴
族
枇
曾
の
自
由
論
談
、
清
-
談
玄
論
の
祉
交
に
は
、
肺
W



教
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
貴
族
談
論
の
問
題
に
は
俳
敢
に
関
連
す
る

も
の
が
多
か
4

た
。
か
か
る
知
識
人
一
世
曾
に
普
及
す
る
悌
教
は
、
必

ら
ず
し
も
熱
心
な
修
道
的
貫
践
悌
教
で
は
な
く
、
知
識
数
養
と
し
て

の
帥
開
設
、
哲
事
論
議
を
築
し
む
悌
教
の
性
質
が
多
か

っ
た
。
僧
界
に

も
撃
者
論
客
が
多
く
新
聞
字
詰
の
提
起
が
積
出
し
た
ロ
畢
寛
清
談
玄
撃

に
包
繍
せ
ら
れ
る
僻
教
の
性
格
が
多
か

っ
た
。
知
識
数
養
と
し
て
必

要
な
悌
教
は
、
旗
門
・
梁
の
貴
族
に
よ
る
僻
典
の
抄
出
や
併
数
の
類
書

の
編
集
事
業
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。

二
、
宋
の
俳
教
は
東
晋
併
数
を
繕
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
宋
に

は
北
方
長
安
悌
数
の
流
入
、
特
に
羅
什
に
よ

っ
て
指
導
さ
れ
開
拓
さ

れ
た
新
俳
教
が
大
翠
流
侍
し
た
し
、
法
顕
を
初
め
中
園
人
自
ら
に
よ

る
イ
ン
ド
西
域
の
新
俳
典
将
来
、
外
園
宣
教
者
の
渡
来
、
殊
に
西
域

北
シ
ナ
を
経
な
い
で
海
路
宋
地
へ
直
接
上
陸
す
る
南
海
経
由
新
悌
数

の
連
績
的
な
停
来
、
更
に
小
乗
数
闘
に
よ
る
反
大
乗
運
動
が
、
僻
数
興

隆
の
波
に
の

司
て
建
業
に
集
中
し
渦
巻
い
た
。
自
由
討
究
の
傾
向
盛

ん
な
元
嘉
の
併
設
輿
隆
は
悌
教
界
の
論
争
、
各
系
俳
敬
、
各
種
俳
典
へ

の
批
判
と
疑
問
提
起
を
ま
き
起
し
な
が
ら
進
ん
だ
。
換
言
す
れ
ば
中

国
人
が
一
面
聖
悌
陀
の
経
書
と
し
て
文
章
に
な

っ
て
い
る
も
の
に
等
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敬
を
も

っ
て
信
受
し
て
き
た
の
に
、
停
来
悌
教
の
あ
ま
り
に
も
複
数

性
な
る
が
震
に
、
苦
悩
し
疑
惑
す
る
と
共
に
、
中
園
侍
曹
線
悌
教
を

中
園
人
的
立
場
か
ら
一
併
の
数
撃
と
し
て
新
た
に
綜
合
し
盟
系
化
す

る
方
向
に
進
ん
だ
。
つ
ま
り
外
来
悌
教
か
ら
シ
ナ
諸
宗
へ
と
展
開
す

る
基
礎
工
作
(
数
相
剣
稗
)
の
撃
に
強
く
ふ
み
出
し
た
の
で
あ
る
.

註ω
宋
脊
九
七
天
竺
停
、
弘
明
集
一
一
何
令
伺
之
答
宋
文
皇
帝
讃
揚
悌
教
事

の
傑
。

音
書
一

O
O孫
恩
・
虚
循
停
。

時
の
曾
稽
内
史
は
王
凝
之
で
あ
っ
た
。
笛
時
の
知
識
人
の
生
活
に
如
伺

に
宗
教
信
仰
が
食
い
入
っ
て
い
た
か
の
一
例
に
そ
の
伸
文
を
出
し
て
お

く
。
膏
書
八

O
王
義
之
停
に
附
し
た
女
子
玉
凝
之
の
停
に
、

王
氏
世
事
張
氏
五
斗
米
道
、
凝
之
掬
篤
。
孫
恩
之
攻
曾
稽
、
寮
佐
請
骨
川

之
備
。
凝
之
不
従
ロ
方
入
靖
室
詩
稿
、
出
語
諸
将
佐
日
、
吾
己
請
大

道
、
許
鬼
兵
相
助
。
賊
自
破
失
ロ
銃
不
設
備
ロ
途
岬
局
孫
恩
所
害
・

例
え
ば
奮
の
謝
敷
字
は
慶
絡
は
「
光
世
音
感
験
記
」
を
撰
し
、
市
慣
の
張

演
は
こ
れ
に
績
く
「
績
光
世
音
熔
験
記
」
を
、
次
で
陸
呆
字
は
明
霞
は

五
O
一
年
に
「
繋
観
世
音
熔
験
記
」
を
撰
し
て
六
十
九
僚
の
観
世
音
盤

験
説
話
を
集
め
た
。
京
都
青
蓮
院
に
鎌
倉
時
代
の
古
鳥
本
が
減
せ
ら
れ

て
い
る
。
拙
稿
「
古
遡
六
朝
観
世
音
臆
験
記
の
出
現
」
(
京
都
大
事
人

文
科
事
研
究
所
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
所
収
)
参
照
。

宋
の
何
伺
之
は
文
帝
の
聞
に
答
え
て
、

渡
江
以
来
、
則
王
導
・
周
額
、
宰
輔
之
冠
蓋
。
王
滋
・
謝
何
、
人
倫
之

(3) (2) 
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戸

h
d(
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日(
 

調
羽
儀
。
都
超
・
主
坦
・
王
恭
・
王
謡
、
或
税
紹
倫
、
或
穂
濁
歩
。

.. 

郭
文
・
謝
敷
・
戴
達
等
、
皆
置
心
天
人
之
際
。
:
・
:
亡
高
租
兄
弟
、
以

清
識
軌
世
。
王
元
琳
毘
季
、
以
才
華
冠
朝
。
其
徐
沼
在
・
孫
締
・
張

玄
・
股
凱
。
略
数
十
人
、
腕
非
時
俊
。

と
い
う
よ
う
な
畜
・
宋
の
指
導
的
知
識
人
が
奉
俳
の
人
で
あ
っ
た
と

い
う
。
(
弘
明
集
十
二
。
ま
た
著
者
六
三
曾
稽
王
道
子
伴
、
同
七
五

王
閥
賛
同
博
等
参
照
。

木
村
英
一
一
細
「
慧
遼
研
究
」
研
究
第
に
枚
め
た
拙
文
始
め
諸
民
の
論
文

参
照
。

森
鹿
三
「
劉
裕
の
北
伐
西
征
と
そ
の
従
軍
紀
行
」
(
東
洋
史
研
究
三
ノ

一
)
参
照
。

挑
興
支
配
下
の
長
安
悌
教
の
盛
は
青
書
一
一
七
に
「
輿
依
託
意
於
仰

道
、
公
卿
己
下
莫
不
欽
附
、
沙
門
自
遠
而
至
者
五
千
除
人
。
起
浮
間
子
永

(7) (8) 

(9) 

賞
里
、
立
波
若
華
子
中
宮
、
沙
門
坐
欄
者
、
恒
有
千
数
。
州
郡
化
之
事

悌
者
、
十
室
而
九
失
。
」
と
い
う
。

拙
稿
「
水
経
注
の
存
春
導
公
寺
に
つ
い
て
」
(
福
井
博
士
領
脊
記
念
東

洋
思
想
論
集
所
枚
)
参
照
。

出
三
頻
記
集
五
小
一
来
迷
事
竺
法
度
造
異
儀
記
に
、

(
壮
一
法
度
)
執
事
小
乗
云
。
無
十
万
悌
、
唯
麓
稗
迦
而
己
。
大
乗
経
典
、

不
聴
讃
請
。
:
:
:
:
昔
慧
導
拘
滞
、
疑
惑
大
品
。
曇
築
偏
執
、
非
援
法

華
。
:
:
:
・
至
如
彰
域
信
淵
、
誹
誘
浬
襲
、
舌
根
鈴
欄
・
・
・

(10) 
(
附
記
)
わ
た
く
し
は
目
下
シ
ナ
悌
数
通
史
の
著
述
に
専
心
し
て
い
て
、

特
殊
問
題
の
精
細
な
考
鐙
の
箆
に
時
間
を
き
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
本

稿
も
シ
ナ
悌
数
通
史
の
一
章
と
し
て
書
い
た
の
で
概
説
風
の
も
の
と
な

っ
た
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。
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